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目標がなければチャンスが見えない、ビジョンがなければ決断ができない

自然・歴史・文化を育む　名水名湯田園観光都市　竹田市

夕暮れ時の水田（南河内）
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竹田市新生ビジョン
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先
進
的
市
政
：
竹
田
版
政
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
趣
旨

「
目
標
が
な
け
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
が
見
え
な
い
、

ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
決
断
が
で
き
な
い
」

こ
れ
か
ら
の
政
策
展
開
を
明
ら
か
に
し
ま
す

胎 動

　
「
竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
竹
田

市
の
「
地
域
力
」「
人
間
力
」「
経
営
力
」

「
行
政
力
」
を
結
集
し
た
近
未
来
的
な
政

策
展
開
の
た
め
に
、
そ
の
骨
子
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。『
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
』
を
基
軸
と

し
た
政
策
展
開
で
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て

き
た
市
民
と
の
対
話
行
政
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
提
案
を
、
行
政
力

を
も
っ
て
束
ね
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る

こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
た
成
果
を
政
策
反
映

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
あ
ら
ゆ

る
政
策
が
相
互
に
結
び
つ
き
、「
企
画
の

掛
け
算
」
が
機
能
し
、
さ
ら
に
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
政
策
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
竹
田

市
の
「
政
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
、
政

策
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
政
策
立
案
能

力
の
向
上
と
政
策
提
案
型
行
政
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

「
竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
政
策
を
共
有
し
、
政
策
の
推

進
と
成
果
の
反
映
を
目
指
し
ま
す
。
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補
助
事
業
の
新
し
い
流
れ

　

こ
れ
ま
で
の
国
や
県
の
補
助
事
業
と

い
え
ば
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
さ
え

す
れ
ば
ど
こ
の
自
治
体
で
も
一
律
に
同

じ
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
こ
こ
に
来
て
、

も
う
一
つ
の
新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
全
国
一
律
で
は
な
く
、
自
治

体
が
競
争
し
て
企
画
を
提
案
し
、
採
択

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
手
厚
く
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、

自
治
体
の
政
策
立
案
能
力
が
試
さ
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
挑
戦
し
て
い
く
自
治
体
と
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
る
自
治
体
で
は
必
然
的
に

格
差
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で

す
。

自
治
体
間
競
争
に

　
　

求
め
ら
れ
る
も
の

　

自
治
体
間
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め

の
３
つ
の
要
素「
地
域
力
」「
人
間
力
」「
行

政
力
」
に
加
え
て
、い
わ
ゆ
る
「
経
営
力
」

を
ど
う
磨
き
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
・
岐
路
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
が
ど
こ
ま

で
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
か
、
そ

し
て
今
始
ま
っ
て
い
る
自
治
体
間
競
争

に
ど
う
打
ち
勝
っ
て
い
け
る
の
か
。
今

大
き
な
分
岐
点
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
し
、危
機
感
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
治
体
間

格
差
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
こ

の
戦
い
に
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く
か
、

そ
れ
は
ま
さ
に
行
政
の
「
政
策
力
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
対
話
の
中
か
ら
、
地

域
が
そ
の
特
性
を
活
か
す
べ
き
政
策
を

ど
う
打
ち
出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
す
。

陳
情
型
か
ら

　
　

政
策
提
案
型
行
政
へ

基
軸
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
の
展
開

　

市
政
運
営
で
重
要
な
こ
と
は
自
治
体

の
政
策
立
案
能
力
で
す
。
最
早
、
国
に

地
域
振
興
の
特
効
薬
が
な
い
と
す
る
な

ら
ば
、
地
域
独
自
、
自
治
体
独
自
の
政

策
を
も
っ
て
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は『
ら
し
さ
』で
す
。
竹
田
市
で
は「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
運
動
」
と
名
付
け
て
推
進
し
て
い

ま
す
。Ｔ
は
竹
田
市
の
、そ
し
て
挑
戦（
ト

ラ
イ
）
の
頭
文
字
、
Ｏ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
Ｐ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

パ
ワ
ー
で
す
。
竹
田
市
な
ら
で
は
の「
地

域
力
」、「
人
間
力
」、「
行
政
力
」、「
経

営
力
」
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
政
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

竹
田
市
の
政
策
展
開

　

竹
田
市
は
現
在
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
を
基

軸
に
、
農
村
回
帰
宣
言
、
農
村
商
社
わ

か
ば
の
設
立
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
の
実
践
、
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）

構
想
な
ど
、
竹
田
市
な
ら
で
は
の
様
々

な
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
有
機
的
に
関
連
付

け
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大
の
効
果
を
引

き
出
す
「
政
策
提
案
型
行
政
」
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

内
に
豊
か
に
、

　
　
　

外
に
名
高
く

　

竹
田
市
は
、
市
民
と
の
「
あ
っ
た
か

対
話
行
政
」
を
通
じ
て
、
市
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
で
展
開
さ
れ
て
い

る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
た

め
、
対
話
行
政
を
重
視
し
、
民
意
を
政

策
反
映
さ
せ
な
が
ら
、「
内
に
豊
か
に
、

外
に
名
高
く
」
を
基
本
理
念
に
政
策
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
や
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
ま
ち
づ
く
り
１
０
０
人
委

員
会
）」
を
は
じ
め
、
対
話
行
政
で
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
（
ニ
ー
ズ
）

を
竹
田
な
ら
で
は
の
政
策
と
し
て
ト
ー

タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
政
策
立
案

し
て
い
ま
す
。

竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
を

国
等
が
関
連
施
策
で
支
援

　

竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
竹
田

市
の
目
標
を
明
確
に
し
、
国
や
県
に
も

政
策
推
進
の
支
援
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
、
登
載

さ
れ
た
施
策
に
関
し
、
次
の
事
業
が
採

択
又
は
採
択
申
請
中
で
す
。

■
厚
生
労
働
省
・
地
域
雇
用
創
造
推
進

事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
Ｈ
23
～
25

年
度
採
択
・「
生
き
活
き
興
起
雇
用
創
出

大
作
戦
！
」（
健
康
づ
く
り
分
野
、
地
域

福
祉
・
介
護
分
野
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
）

■
㈶
自
治
体
国
際
化
協
会
・
地
域
国
際

化
施
策
支
援
特
別
対
策
事
業
Ｈ
23
年
度

採
択
・「
日
露
ロ
ー
カ
ル
外
交
推
進
事
業
：

国
際
人
・
廣
瀬
武
夫
の
思
い
を
今
に
」

■
総
務
省
・
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化

推
進
事
業
交
付
金
Ｈ
23
年
度
採
択
申
請

中
・「
都
市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
竹
田
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
長
い
歴
史

に
培
わ
れ
た
伝
統
と
文
化
が
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
を
呼
び
覚
ま
す
～
」

■
内
閣
府
・
Ｈ
23
年
度
採
択
申
請
中
・

地
域
再
生
計
画
第
19
回
認
定
申
請
・「
竹

田
市
生
き
活
き
興
起
雇
用
創
出
の
増

大
」（
竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
は
じ
め

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
）

竹田市　新生ビジョン



�広報たけた  平成23年６月号

経営力　世界に通用する価値の提供
○企業誘致と医療・福祉分野の産業振興
　　本市と理念が一致する企業を積極的に誘致し、進出企業

の㈱キューメイ研究所をはじめ、連携企業の㈱バスクリン
などを含めて、民間企業のノウハウを活かし、温泉療養や
予防医学を推進する。今後大学との産学官交流も目指し、
竹田市の政策課題である福祉・医療をテーマにした企業誘
致と地場産業の振興を目指す。

○複合型アグリビジネスと新ブランド戦略
　　６次産業化と関連した竹田版複合型アグリビジネスの展

開や竹田市の地域資源を有効に活用した「新ブランド戦略」
を目指す。また「知産知消」の信頼関係により経済交流を広
げ、農業系の進出企業を活かした地域ブランド化を目指す。

畜産では豊後牛のブランド化と肥育拠点の整備を目指す。
○農村商社わかばの発展
　　竹田市の農産物や地場産品を使用した加工品の販路開拓

を行う。竹田事務所長との連携による都市部での竹田ブラ
ンド流通の仕組みを構築（流通革命）する。また全国の消費
者に安全・安心な産品を提供する「知産知消」を主体とした
ブランド化を図る。

○竹田総合学院（ＴＳＧ）構想の推進
　　竹田に埋もれた歴史・文化の再発見と、竹田に根付いた

人材育成・起業・就業支援の２本柱で事業を展開し、農村回
帰宣言による移住定住促進と雇用創出を目指す。大分合同
新聞文化教室との連携により事業を開始する。

行政力　政策立案能力の強化
○政策立案の実践と竹田総合政策研究
　　官民一体のまちづくり機関「竹田研究所」を、地域課題の

調査・研究から政策提言、情報発信機能を持つシンクタン
クとしての竹田総合政策研究機関構築を目指す。政策懇話
会などとも連携し政策立案能力の強化を図る。

○対話から生み出される政策と周辺地域振興策の強化
　　竹田市は、それぞれの地域が違った自然環境や歴史文化

などの個性を持っており、ポテンシャルの高さを活かした
個性あふれるまちづくりを実現していく。政策の展開のプ
ロセスでは、「対話なくして政策なし」を基本に、市民のニー
ズやアイデアを政策化し、実践に移していく。また、周辺
地域の拠点である支所など、遊休施設のリニューアルによ
る有効活用を図り、地域の個性と資源を活かした振興策を
強化する。

○政策審議官、竹田事務所長のマンパワーとネットワーク
　　非常勤特別職の政策審議官及び竹田事務所長によるマン

パワーを活用し、竹田市が推進するプロジェクトや政策課
題に対する専門的な見地からの協力支援及び市外における
情報発信・人的ネットワークの活用による政策展開を図る。

○大学連携と産官学連携の推進
　　ＴＯＰ運動に基づくオリジナリティあふれるオンリー

ワンの政策を推進し、「大学のないまちに大学生があふれ、
学び集う竹田」を目標に、県内４大学等と協力協定を締結
している。大学等の人的・知的資源の活用による学術的ノ
ウハウの提供と、竹田市の潜在能力や価値を学術研究の
フィールドとして提供・協力することにより、相互に連携
した課題解決と相互の発展、また地域を担う人材育成を目
指している。

地域力（ふるさと回帰支援センターと協力協定　農村回帰宣言） 人間力（竹田市こども診療所の開設と小児医療の充実）

行政力（県内４大学と協力協定を活用した交流連携） 地域力（嚶鳴フォーラム開催とローカル外交の基礎づくり）
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竹田市　新生ビジョン

竹田市新生ビジョンを推進する４つの力
地域力　“ 竹田らしさ ” への気づき
○農村回帰宣言市と移住定住の推進
　　少子・高齢化、過疎化の克服、コミュニティの再生につ

ながる政策として、全国に先駆け平成21年６月に「農村回
帰宣言」を行う。希望者に対するサポート態勢や支援制度、
また市独自の住宅整備により、移住・定住の促進を目指す。

○エコミュージアム構想と城下町再生プロジェクト
　　歴史的遺産や文化・芸術において全国区のポテンシャル

を持つ竹田市。日本初の農業土木遺産に認定された白水ダ
ムの周辺整備とともにエコミュージアム構想を構築する図
書館建設構想を中心とした城下町再生プロジェクトを東京
大学大学院景観研究室と連携して進める。また、岡藩七万
石の歴史を汲む城下町が、平成24年に400年を迎える。エ
コミュージアム構想として、城下町再生と周辺部の農業文

化と農村景観を活かした空間の再生を目指す。
○高齢化社会への対応と暮らしのサポート
　　高齢化社会対策として、高齢者向けの配食サービスや、

安否確認など日々の安心した暮らしに欠かせないサービス
をトータルコーディネイトできる仕組みとして「暮らしの
サポートセンター」のシステム構築を検討する。また、農
村回帰推進事業とも連携し、良好な地域コミュニティの再
生もあわせて構築していくことを目指す。

○バイオマスタウン構想による環境保全とエネルギー政策
　　廃食油の燃料化や森林バイオマスの活用のほか、竹楽な

どで使用した竹のたい肥化・飼料化により、竹の有効活用
を図り、バイオマスタウン構想の実現を目指す。

人間力　グローカルな人財育成

○温泉活用による予防医学
　　竹田市において温泉療養を体験し、その効果を実感でき

る環境づくりを推進する。また、温泉療養地としての位置
づけを明確にして、温泉を活用した予防医学を推進し、温
泉を活用した地域活性化を目指す。

○ローカル外交による国際交流
　　ドイツ・バートクロツィンゲン市やライプツィヒ市、ロ

シア・サンクトペテルブルグなど、竹田市の歴史や先人顕
彰におけるゆかりの地とローカル外交を展開し、国際交流
と人材育成によるグローカルな地域振興を目指す。

○地域学の推進と由学館の展開
　　歴史を学ぶ本当の妙味は、学び、知るという範囲を超え

て、そのことを今、さらに未来を生きる者の羅針盤にする
ことにある。事実の羅列を学ぶに留まらず、その知恵や歴
史的背景をうまく分析して、今に連ねること。総合地域学
の研究と地域づくりの実践、国内外の人々との交流・連携
を通して、地域に自信と誇りを持ち、地域を担う人材を創
出し、市民の生活と文化の向上を図る。

○少子化に挑戦する健康医療
　　小児医療を典型とする医師不足による地域医療の危機的

状況を克服し、こどもを産み育てやすいまちにするため、
平成21年に「市立こども診療所」を開設。また、市では全国
初の５種類の任意予防接種ワクチン全額補助を始めた。健
康医療の独自施策で少子化に挑戦していく。

行政力（TOP 懇談会）

経営力（農村商社わかば設立と道の駅
すごう設立、道の駅竹田拡充）
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　第１部の「城下町調査報告会」のなかで、東京大学大学院景観研
究室は城下町再生プランとして「竹田城下町ノート　明日への情感
まちづくり」を発表しました。東大生の皆さんが実
際に竹田の町を歩き、そして感じたことやメッセー
ジが凝縮されています。
　表紙や裏表紙は白い余白となっているこの「ノー
ト」は、これから市民の皆さんのアイディアなどを
書き込んでほしいという思いが込められているそう
です。本号ではその一部を掲載します。

竹田の情感まちづくりにむけて
　情感が感じられる風景をどれくらい持っているか、それがそのま
ちの豊かさをあらわしていると、私たちは考えます。ふとした隙間
におかれた植木鉢や、打ち水をする女性、まちかどであいさつを交
わす子どもたち、水路の水音。そうしたささいな、しかし情感ただ
よう日常のものやことが、竹田の城下町には脈々と残っています。
　私たちは、そうした情感を守り、育むことが竹田の城下町のまち
づくりに大切だと考えます。たとえば、これからつくろうとしてい
る図書館。私たちは、それがたんなる公共の建物施設ではなく、竹
田のみなさんが情感を共有できる場として、城下町のなかにしっく
りととけこんでいる、そういう図書館であってほしいと願っていま
す。
　この竹田城下町ノートには、「情感を大切にしよう」という私たち
のメッセージが詰まっています。これから竹田に、もっとたくさん
の情感を見つけて、また生み出してゆきたい。これをお読みになる
皆さんと、竹田の明日への情感まちづくりに向けて、最初の一歩を
ともに踏み出してゆきたいと思っています。

東京大学景観研究室

キリシタン
洞窟礼拝堂

ォーラム開催

↑竹田城下町ノート

↑講演を熱心に聞く参加者のみなさん

↑城下町再生プランを説明する東京大
学大学院景観研究室の中井祐教授

（右）と東京大学生産技術研究所の川
添善行講師（左）
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竹田市エコミュージアム構想

　５月21日、竹田市総合社会福祉センターで、竹田の情感まちづくりに向けた「城下町再生フォーラム」
を開催しました。
　竹田市が目指すまちづくり構想である『竹田市エコミュージアム構想の実践』を構築する「城下町再生
プロジェクト」の一環としてこれまで実施してきました竹田市と東京大学大学院景観研究室との受託研
究。この調査研究に基づく、成果報告やこれを踏まえた城下町再生に関する提言等をいただきました。
　会場には多くの市民の皆さんが詰めかけ、白熱した議論が交わされました。

「竹田城下町ノート」４～５頁より

城下町再生フ

「城下町の構造は、歩くことに最適化されています」という一文で
はじまる竹田城下町ノート。地図の中の数字は歩数です。
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「竹田城下町ノート」８～９頁より

「竹田城下町ノート」10 ～ 11 頁より
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「竹田城下町ノート」12 ～ 13 頁より

「竹田城下町ノート」14 ～ 15 頁より
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竹
田
の
城
下
町
の
構
成
に
関
す
る
歴
史
研
究

　

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
１
年

（
現
在
２
年
）

金　

井　

雄　

太

　
竹
田
の
城
下
町
を
構
成
す
る
に
あ
た
り
、

古
い
絵
図
や
文
献
を
研
究
し
、
水
は
け
の
悪

い
場
所
に
水
害
の
被
害
を
少
し
で
も
や
わ

ら
げ
ら
れ
る
よ
う
微
地
形
に
考
慮
し
た
設

計
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
絵
図
か
ら
建

物
が
ど
ち
ら
の
道
に
玄
関
を
向
け
て
い
る

か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
地
形
に
よ
っ

て
そ
の
街
路
の
格
が
決
め
ら
れ
て
い
っ
た
」

と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

ま
た
、「
江
戸
時
代
が
終
わ
る
ま
で
の

３
０
０
年
の
間
に
、
ど
う
い
う
風
に
城
下
町

が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
か
」
に
つ
い
て
も
調

査
。
周
り
を
高
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
地
形
の

た
め
、
城
下
町
を
広
げ
て
い
く
の
に
は
「
広

い
敷
地
を
持
っ
て
い
た
お
寺
を
城
下
町
の

外
に
移
し
、
空
い
た
土
地
を
町
に
し
た
」
と

か
、「
道
の
位
置
を
変
え
る
こ
と
で
建
物
の

場
所
を
増
や
し
た
」等
、特
徴
な
方
法
を
使
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
『
ど
う
い
う
風
に
竹
田
の
城
下
町
が
で
き

て
い
っ
た
の
か
』
に
つ
い
て
、
設
計
論
理
を

解
明
し
た
と
い
う
研
究
報
告
。

竹
田
城
下
町
の
街
区
内
側
の
空
地
に
つ
い
て

　

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
２
年

（
現
在
社
会
人
）

　

亀　

田　

佳　

明

（
代
理
発
表
・
東
京
大
学
大
学
院
景
観

研
究
室  

福
井
恒
明
特
任
准
教
授
）

　

町
中
で
16
件
の
お
宅
に
写
真
撮
影
と
利

用
の
実
態
と
変
遷
を
聴
取
。「
空
き
地
は
自

治
会
や
組
合
の
新
年
会
が
行
な
わ
れ
て
い

た
場
所
」、「
昭
和
10
年
代
は
建
物
の
裏
か
ら

裏
に
抜
け
て
兵
隊
遊
び
」、「
建
物
が
な
く
な

り
新
た
に
空
き
地
」
…
。
庭
や
倉
庫
と
し
て

の
機
能
だ
と
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
必
要

に
応
じ
て
、
城
下
町
の
表
の
骨
格
を
壊
さ
な

い
よ
う
に
、
資
産
の
活
用
・
や
り
く
り
を

し
て
い
た
。
そ
れ
が
近
年
で
は
、
積
極
的
に

観
賞
対
象
と
な
ら
な
い
庭
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
建
設
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
城

下
町
エ
リ
ア
の
経
済
が
停
滞
し
て
き
て
売

買
も
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

も
と
も
と
『
教
養
』
の
空
間
だ
っ
た
場
所

が
、
昭
和
30
年
代
頃
か
ら
個
人
管
理
に
な
っ

て
い
っ
た
結
果
、
機
能
を
持
っ
て
い
た
は
ず

の
空
間
が
残
念
な
が
ら
今
は
活
用
さ
れ
て

↑「竹田における農村景観の近代的変
容と多層的共同体の関係性」、この
研究を通じて博士号を取得された
山田裕貴さん

調
査
研
究
報
告

　
【
東
京
大
学
大
学
院
景
観
研
究
室
】

　博士論文「竹田における農村景観の近代的変容と多層的共同体の関係性」（平成
22 年博士を取得）を発表。この論文では景観を捉える新しい枠組みを提示。農村
景観というのは、共同体（水利組合、隣保班など）がないと生み出されないもの。
特に人に着目したのがこの論文の大きなテーマとなっているという。
　竹田は急傾斜でありながら、耕地面積が実は日本一だということが判明（城下
町を支えた農村）。つまり、竹田の地では、井路だとか共同体が多様に発達しており、
今でも色濃く残っているのではないかと考え、山田さんは「竹田の井路網と共同
体の全容を把握」（→竹田の農村景観がどのように形成されたか）、「農業土木施設、
農事の近代化にしたがって共同体がどう変わったかを論考」（→竹田の農村景観が
どのように変化したか）を明らかにした。

山田裕貴さん
　平成22年度 博士（工学）を取得

竹田の農村景観をテーマにした論文

竹田の農村景観について　　　
　　東京大学景観研究室　山  田　裕  貴
　　　　　　　　（現在、有限会社イー・エー・ユー）

調査研究報告
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第
２
部
は
城
下
町
再
生
講
演
会
。
新
潟
県
村

上
市
の
市
民
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
吉き

っ

川か
わ

真し
ん

嗣じ

さ
ん

（
国
土
交
通
省
認
定
観
光
カ
リ
ス
マ
）に「
城
下

町
村
上
、市
民
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
挑
戦
」

と
題
し
、
伝
統
的
な
町
屋
に
光
を
当
て
、
そ
の

価
値
を
見
い
出
し
た
町
お
こ
し
の
好
事
例
を
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
広
報
た
け
た
３

月
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　
第
３
部
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
竹
田

市
仙
台
事
務
所
長
の
志
賀
秀
一
さ
ん
、
新
潟
県

教
育
委
員
会
委
員
の
吉き

っ

川か
わ

美み

貴き

さ
ん
、
東
京
大

学
大
学
院
景
観
研
究
室
教
授
の
中
井
祐
さ
ん
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、『
城
下
町
再
生
』

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
や
提
言
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
吉
川
さ
ん
は
村
上
の
ま
ち
づ
く
り
を
例
に
挙

げ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
交
流
人
口
を
増
や
し
て
城
下
町
竹
田
を
活

性
化
さ
せ
て
い
く
一
番
の
鍵
は
、
竹
田
の
市

民
の
皆
さ
ん
、
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
な
の
で

す
。
城
下
町
竹
田
の
舞
台
設
定
を
最
高
に
面
白

く
し
て
輝
か
せ
る
の
は
、
役
者
で
あ
る〝
市
民

の
み
な
さ
ん〝
で
す
。
こ
れ
は
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
旅
人（
外
か
ら
来
た
人
）に
対

し
て
、
温
か
く
ご
挨
拶
を
す
る
、
声
を
か
け
る
、

親
切
に
す
る
と
か
、
町
の
こ
と
や
う
ん
ち
く
を

自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
最
も
喜
ば
れ
て
い

る
の
で
す
。『
ど
ち
ら
か
ら
来
ら
れ
ま
し
た
か
』、

『
ゆ
っ
く
り
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
』と
、
こ
れ

だ
け
で
も
い
い
の
で
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
の

『
竹
田
』を
ぜ
ひ
旅
人
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
。
今

の
お
客
様
は〝
ふ
れ
あ
い
〟だ
と
か
、〝
ち
ょ
っ

と
文
化
の
薫
り
の
す
る
お
話
〟を
聞
か
せ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
」

情
感
ま
ち
づ
く
り
の
鍵
は
、
竹
田
の
人
柄

↑第２部の城下町再生講演会で熱く語る
　吉川真嗣さん

↑志賀秀一仙台事務所長（写真右）が進行し、
盛り上がったトークセッション

城下町再生フォーラム　－竹田の情感まちづくりに向けて－

い
な
い
の
で
は
な
い
か
…
と
い
う
考
察
に

至
る
。

　

で
も
城
下
町
の
長
い
歴
史
上
で
、
細
分

化
さ
れ
た
の
は
た
か
だ
か
50
年
間
く
ら
い

の
話
だ
と
す
れ
ば
、
内
部
の
空
地
は
再
び

活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
竹
田
の
城
下
町
の
奥
行
き

を
深
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
こ
そ
が
、
城
下
町
が
本
来
持
っ
て
い
た

町
の
空
間
の
作
法
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮

説
に
至
っ
た
と
い
う
研
究
報
告
。

竹
田
城
下
町
の
記
憶
地
図

　

東
京
大
学
景
観
研
究
室
学
部
４
年

（
現
在
修
士
１
年
）

　

永　

井　

友　

梨

　

個
人
の
記
憶
が
自
分
自
身
の
同
一
性
を

支
え
て
い
る
。
ま
ち
に
も
統
一
性
と
い
う
も

の
が
大
事
だ
と
し
て
、
ま
ち
の
同
一
性
を
住

民
の
み
な
さ
ん
の
記
憶
が
支
え
る
と
考
え
、

「
住
民
の
方
々
に
共
通
す
る
記
憶
の
特
徴
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
と
、「
そ
の
記
憶
の

要
素
や
構
造
と
い
う
も
の
と
町
の
実
際
の

空
間
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
調
査
分
析
を
行
な
っ
た
。

　

竹
田
の
町
の
み
な
さ
ん
に
「
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
？
」、「
思
い

出
の
場
所
は
？
」、「
思
い
出
の
場
所
で
何
を

し
た
？
」
等
を
聞
い
て
ま
わ
り
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
記
憶
の
分
布
図
を
作
成
。
部
分
的

で
は
あ
る
が
住
民
の
記
憶
が
『
竹
田
の
城
下

町
』
の
同
一
性
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
研

究
報
告
。

町
ぐ
る
み
で
お
も
て
な
し

→
「わが町を、歩き直して

みましょう。歩くと、人
は 必 ず 発 見 を す る の で
す」と話す吉川美貴さん

平成��年度の展望『情感スポットを作ってみよう』
東京大学大学院景観研究室　尾崎　信助教

　竹田城下町ノートに記載された情感町づくりのアイディアをはじめの
一歩として、実際に『情感スポットを作ってみよう』というのが、今年
度の展望です。
　竹田の城下町に散らばっている数々の情感スポットに、我々と地元の
みなさんで協力して新しいスポットをひとつ追加することで『情報の共
有』と『情感の共有』を大切にしたいと思っています。また、このスポッ
トが老若男女誰でも目にすることで、竹田市全体の一体感と達成感が狙
いです。
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竹
田
が
被
災
地
に
で
き
る
こ
と

義
援
金
に
真
心
を
添
え
て

　

５
月
16
日
、
市
民
の
皆
様
や
団
体
か
ら
託
さ
れ
た
義
援
金

を
、
震
災
後
初
め
て
仙
台
市
を
訪
問
し
た
首
藤
勝
次
竹
田
市
長

は
、
奥
山
恵
美
子
市
長
に
届
け
ま
し
た
。

　
目
録
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
市
民
や
団
体
か
ら
竹
田
市
に
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
の
目
録
と
、
竹
田
市
の
国
際
姉
妹
都
市
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
の
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
が
仙
台
市
の
た

め
の
募
金
活
動
に
よ
っ
て
、
集
め
ら
れ
た
３
万
ユ
ー
ロ（
お
よ
そ

３
４
０
万
円
）の
目
録
で
す
。

　
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
は
５
月
29
日
開
催
予
定
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
も
再
度
、
竹
田
市

を
通
じ
、
仙
台
市
へ
贈
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
支
援
に
加
え
、竹
田
市
で
勤
務
す
る
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ア・ケ
ー
ル
国
際
交
流
員
の
故
郷
で
、
同
じ
ド
イ
ツ
の
タ
バ
ル
ト

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、
被
災

地
の
子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
よ
う
と
描
い
た
絵
と
、
心
を
込

め
て
作
ら
れ
た
折
り
鶴
を
今
回
の
面
会
に
あ
わ
せ
、
奥
山
市
長

に
手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
が
、
被
災
地
の
復
興
に
少
し
で
も

役
立
つ
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

↑ドイツのタバルト市の子どもたちから寄せられた
　折り鶴と絵画を奥山恵美子仙台市長に届けました

高な力
「世界遺産登録への挑戦」から学ぶ

KATSUJI　SHUTOU

　

竹
田
市
で
は
平
成
21
年
８
月
に

「
岡
城
跡
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
挑

戦
」フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、「
歴
史

遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」と

題
し
て
岩
手
県
平
泉
町
の
八
重
樫
忠

郎
氏
を
お
招
き
し
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
５
月
７
日
、
そ
の
平
泉

町
に「
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
イ
コ

モ
ス
）」か
ら
、「
平
泉
の
文
化
遺
産
」

復
興
へ
の
一
筋
の『
光
』を
平
泉
か
ら

東
日
本

大
震
災

義
援
金
配
分
委
員
会
を
開
催

　

竹
田
市
は
、
個
人
や
団
体
な
ど

か
ら
い
た
だ
い
た
義
援
金
を
配
分

す
る
た
め
、
５
月
11
日
に
第
一

回
東
日
本
大
震
災
義
援
金
配
分

委
員
会（
会
長
は
首
藤
市
長
、
委

員
９
名
）を
開
催
、
寄
せ
ら
れ
た

総
額
１
９
７
２
万
８
１
３
４
円

（
５
月
６
日
現
在
）の
配
分
を
慎

重
に
審
議
し
、
姉
妹
都
市
の
仙

台
市
を
始
め
と
す
る
９
自
治
体

（
６
県
２
市
１
町
）に
第
一
次
配
分

（
１
５
０
０
万
円
）す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

災
害
救
助
法
適
用
地
域
で
あ
る

か
ど
う
か
や
被
害
の
程
度
を
判
断

基
準
と
し
た
も
の
で
す
。

　

義
援
金
は
、
各
県
及
び
各
市
町

の
災
害
対
策
本
部
に
送
金
し
ま
す
。

　

な
お
、
青
森
県
に
つ
い
て
は
、

同
法
適
用
地
域
が
２
市
町
の
み
で

あ
っ
た
た
め
、
該
当
市
町
に
直
接

送
金
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
配
分
し
な
か
っ
た

残
金
は
、
こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る

追
加
の
義
援
金
と
合
わ
せ
て
第
２

次
配
分
す
る
こ
と
も
出
席
委
員
か

ら
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
額
の
大
小
で
は
な
く
、
被
災

地
を
思
う
気
持
ち
の
大
き
さ
が
、

復
興
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

↑配分の趣旨説明を行う市長

□ 義援金配分先一覧 □
番号 自治体名 金　額
１ 宮城県仙台市 ５００万円
２ 岩手県 ２００万円
３ 宮城県 ２００万円
４ 福島県 ２００万円
５ 青森県八戸市 　５０万円
６ 青森県おいらせ町 　５０万円
７ 茨城県 １００万円
８ 栃木県 １００万円
９ 千葉県 １００万円
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竹田が被災地にできること

シリーズ・まちづくりの胎動が聞こえ始めた 第１弾
「平泉の文化遺産」世界遺産一覧表に記載勧告記念特別対談

歴史遺産の持つ崇
「世界遺産登録への挑戦」から学ぶ

×岩手県平泉町長 竹田市長 首藤勝次菅原正義 MASAYOSHI  SUGAWARA

に
つ
い
て
、「
世
界
遺
産
登
録
」が
勧

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
菅
原
正
義
平
泉
町
長

と
首
藤
市
長
と
の
対
談
を
企
画
し
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

首
藤
勝
次
竹
田
市
長（
以
下
、
首
藤

市
長
）　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
方
に
も
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
各
方
面
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
た
平
泉
の
文
化
遺
産
に
つ

い
て
、
世
界
遺
産
登
録
が
確
実
に

な
っ
た
と
の
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。

菅
原
正
義
町
長（
以
下
、
菅
原
町
長
）

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
月

11
日
に
発
生
し
た
大
地
震
、
津
波

に
よ
り
多
く
の
地
域
に
甚
大
な
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
、

復
興
に
向
け
て
懸
命
の
作
業
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
泉
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ず
に

済
ん
だ
訳
で
す
が
、
そ
ん
な
折
、
ユ

ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
が
平
泉
の
文
化

遺
産
に
対
し
、「
世
界
遺
産
の
登
録

が
適
当
」と
勧
告
し
ま
し
た
。
私
ど

も
は
、
６
月
19
日
か
ら
パ
リ
で
開
か

れ
る
第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
の

正
式
決
定
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

首
藤
市
長　
平
泉
に
は
何
度
か
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
現
世
に
開
か
れ
た
浄
土
の
世
界
に

浸
る
こ
と
が
で
き
る
…
そ
ん
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
と
い
う
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
力
を
得
て
、

東
北
の
精
神
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

菅
原
町
長　
実
は
９
０
０
年
前
、
藤

原
清
衡
公
が
掲
げ
た
平
泉
の
構
築
理

念
は
、「
度
重
な
る
戦
乱
に
よ
り
荒

廃
し
た
大
地
か
ら
、
平
等
で
平
和
な

理
想
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
」こ
と

に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
大
震
災
の
復

興
理
念
に
も
合
致
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
私
ど
も
は〝
復
興
の
光
を
平

泉
か
ら
〟と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
用

意
し
て
、
東
北
の
復
興
を
支
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

首
藤
市
長　
こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
色
々
な
取
り
組
み
を
重

ね
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

振
り
返
っ
て
み
て
い
か
が
で
す
か
。

菅
原
町
長　
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は

決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
平
成
13
年
に
暫
定
リ
ス

ト
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
20
年
の

委
員
会
で「
登
録
延
期
」と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
今
回
は
背
水
の
陣

で
条
件
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
地
域
の
財
産

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
た
め
の
取

り
組
み
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。

長
か
っ
た
３
年
間
で
し
た
が
、
確
認

の
た
め
の
時
間
を
い
た
だ
い
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
世
界
遺
産
登
録
は
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

首
藤
市
長　

竹
田
市
に
お
い
て
も
、

岡
城
跡
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
挑
戦

を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
出
発
点
と
し
て
、
そ

の
地
域
に
住
む
人
が
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
に
何
が
あ
っ
て
、
何
を
誇
る
べ

き
か
を
知
ら
ず
し
て
、
話
は
進
ま
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
原
町
長　
義
経
を
迎
え
る
た
め
に

築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
岡
城
跡
が

あ
る
竹
田
市
。
そ
し
て
、
義
経
終
焉

の
地・
平
泉
。
こ
の
こ
と
に
は
何
か

凄
い
ご
縁
を
感
じ
ま
す
。

　
無
事
６
月
に
登
録
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
ら
、
今
度
は
岡
城
跡

の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

首
藤
市
長　
今
日
は
、
大
変
良
い
機

会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
今
度
お
会
い
す
る
時
に
は
、
平
泉

は〝
世
界
遺
産
〟と
い
う
冠
を
戴
い
た

町
と
し
て
新
た
な
歩
み
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
末
永
い
お
つ
き
あ
い

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

↑菅原町長（写真右）と首藤市長

→
平泉文化の
象徴・特別
史跡中尊寺

（平泉町ホーム
ページより）

〔役　場〕 岩手県西磐井郡平泉町志羅山45番地2
〔面　積〕 63.39km²
〔総人口〕 8,319人（推計人口 2011年3月1日）
〔町の木〕 すぎ  　　〔町の花〕 さくら 
〔町の鳥〕 うぐいす 
 　岩手県の南部に位置しており、気候は内陸型。
平均気温は11.5℃。土地利用は山林原野でが最も
多く48.2％、次いで耕地25.9％（田19.8％、畑
6.1％）となっている。
　平安時代末期に奥州藤原氏の本拠地となった町
として有名。奥州藤原氏の時代には、平泉の人口
は10万〜 15万人と推定され、当時の日本（推定総
人口1000万人）において、平安京（16万〜 30万人）
に次ぐ大都市として栄えた。
　現在でも、中尊寺や毛越寺などの遺跡から、当
時の繁栄を偲ぶことができる。
 
☆「平泉の文化遺産」は、平成13年4月に世界遺産
暫定リストに登載され、平成18年12月にユネスコ
へ推薦書を提出された。
　しかし、平成20年7月にカナダで開催された第
32回世界遺産委員会では、登録延期の決議がされ、

「平泉の文化遺産」の世界遺産登録は実現せず。現
在、平成23年の世界遺産登録を目指し、国・県・関
係市とともに推薦書の作成など再チャレンジに取
り組んでいる。
http://www.town.hiraizumi.iwate.jp/

平泉町 ひらいずみちょう
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平
成
22
年
度
は
、
地
方
分
権
型
社

会
の
実
現
に
向
け
た
基
礎
自
治
体
の

自
立
、
市
民
と
の
あ
っ
た
か
対
話
行

政
を
通
じ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
で
展
開

平成22年度の
下半期予算執行状況を
お知らせします

　市民の皆さんに市の財政運営を知っていただくために、予算執行状況を年２回広報たけたの６月号と12月号で公表
しています。今回は、平成22年度下半期（10 〜３月）の平成23年３月31日現在の執行状況をお知らせします。

一般会計　���億���0万円
区　　　分 予算現額 収入済額 執行率

市 税 187,871 189,239 100.7%
交 付 税 等 992,053 983,034 99.1%
分 担 金 及 び 負 担 金 25,763 20,923 81.2%
使 用 料 及 び 手 数 料 32,044 30,346 94.7%
国 庫 支 出 金 266,870 199,872 74.9%
県 支 出 金 166,359 100,880 60.6%
諸 収 入 65,790 46,447 70.6%
市 債 144,920 86,220 59.5%
合 計 1,881,670 1,656,961 88.1％

平成��年度　一般会計の予算執行状況（歳入）

収入未済額
224,709万円
11.9％

収入済額
1,656,961万円
88.1％

（平成23年３月31日現在　　単位：万円、％）

億
円

100

80

60

40

20

0

市税

交付税等

分担金及び負担金 使用料及び手数料

国庫支出金
県支出金

諸収入
市債

予算現額 収入済額 歳入

用語説明

「一般会計と特別会計」
　一般会計は、市の予算の中心となる基
本的な会計です。特別会計は、特定の事
業を行う場合や、特定の歳入をもって特
定の歳出に充て、一般会計とは区別して
経理する必要がある場合に設置される会
計です。

「出納整理期間」
　年度末までに収入または支出すべきこ
とが確定したものの、未収入または未払
いとなっているものについて、その収入
または支出を行うための整理期間が設け
られています。会計年度終了後の４月１
日から５月31日までの整理期間のこと
を、出納整理期間といいます。

「基金」
　市が条例の定めるところにより、特定
の目的のために財産を維持し、資金を積
み立て、又は定額の資金を運用するため
に設けられる資金又は財産のことをいい
ます。

○水道事業会計の予算執行状況 （単位：万円、％）

区　　　分 予算現額
（A）

収入支出済額
（B）

収入・支出率
（B）/（A）

収益的収入
及 び 支 出

事 業 収 益 19,704 19,241 97.7%

事 業 費 用 18,467 11,015 59.6%

資本的収入
及 び 支 出

資本的収入 284 254 89.4%

資本的支出 8,809 8,215 93.3%

○平成��年度　基金の状況 （単位：万円）

区　　分 年度当初基金額 増減額 現在額

合　　計 750,778 △ 22,945 727,833
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平成22年度の下半期予算執行状況をお知らせします

さ
れ
て
い
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
当
初
予

算
額
１
６
４
億
６
８
０
万
円
で
一
般

会
計
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
規
事
業
の
追
加
や
事
務
事
業

費
の
確
定
等
に
伴
う
補
正
及
び
前
年

度
繰
越
事
業
分
を
含
む
予
算
額 

24
億
９
９
０
万
円
の
追
加
を
行
い
、

最
終
予
算
額
は
１
８
８
億
１
６
７
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
予
算
減
額

に
対
す
る
平
成
23
年
３
月
31
日
現

在
の
予
算
執
行
状
況
は
、
歳
入
88・

１
％
（
対
前
年
比
14・７
ポ
イ
ン
ト

増
）、
歳
出
78・８
％
（
対
前
年
比
10

ポ
イ
ン
ト
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

依
然
と
し
て
国・
県
同
様
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
併
せ
て
予
算

規
模
の
縮
小
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
組
織・
機
構
の
見
直
し

や
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
人
件

費
等
の
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
、

中・
長
期
的
な
戦
略
を
立
て
、
将
来

を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
公
表
を
通
じ
て
、
本
市
財
政

の
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後

の
市
政
運
営
に
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
財
政
課　

　

☎
６
３—

４
８
０
２

区　　　　分 予算現額 支払済額 執行率
議 会 費 18,000 17,464 97.0%
総 務 費 343,951 210,846 61.3%
民 生 費 434,148 368,215 84.8%
衛 生 費 113,239 80,160 70.8%
労 働 費 16,859 14,164 84.0%
農 林 水 産 業 費 176,371 140,241 79.5%
商 工 費 50,406 33,768 67.0%
土 木 費 127,618 81,994 64.2%
消 防 費 71,637 61,114 85.3%
教 育 費 226,794 182,453 80.4%
災 害 復 旧 費 11,092 9,682 87.3%
公 債 費 290,112 282,535 97.4%
予 備 費 1,443 0 0.0%
合 計 1,881,670 1,482,636 78.8%

平成��年度　一般会計の予算執行状況（歳出）（平成23年３月31日現在　　単位：万円、％）

億
円
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予算現額 支出済額 歳出

○特別会計の予算執行状況 （単位：万円、％）

会　計　区　分 予算現額（A）
歳入執行状況 歳出執行状況

収入済額（B） 収入率
（B）/（A） 支出済額（C） 支出率

（C）/（A）
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 391,132 299,864 76.7% 350,436 89.6%
老 人 保 健 特 別 会 計 616 93 15.1% 75 12.1%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 25,079 10,995 43.8% 20,739 82.7%
介 護 保 険 特 別 会 計 309,665 262,942 84.9% 277,310 89.6%
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 13,748 8,460 61.5% 12,560 91.4%
浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 特 別 会 計 20,481 13,355 65.2% 14,726 71.9%
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 30,064 23,949 79.7% 27,509 91.5%
国 民 宿 舎 直 入 荘 事 業 特 別 会 計 9,730 8,196 84.2% 6,511 66.9%
同 和 対 策 事 業 特 別 会 計 2,344 243 10.4% 2,239 95.5%
畜 産 開 発 事 業 特 別 会 計 1,284 1,261 98.2% 1,261 98.2%
長 湯 観 光 温 泉 施 設 等 特 別 会 計 7,859 4,840 61.6% 3,923 49.9%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 36,616 35,693 97.5% 34,997 95.6%
竹田市立こども診療所特別会計 5,166 5,716 110.6% 3,958 76.6%

支出未済額
399,034万円
21.2％

支出済額
1,482,636万円
78.8％
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」
（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←奥山恵美子仙台市長に市民の皆さんからの
義援金を手渡しました 市長コラム

〈第23回〉

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有由有縁』。人との出会いや物事との接点
が生まれるのは、偶然ではなく、それなりの理由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、竹田高校で講演
した川端との縁は、まさに目には見えない力だけれど、神の配剤としか思えない。

慈
愛
の
精
神
が
日
本
の
復
興
を
呼
び
起
す

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

支
援
の
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
竹
田
市
の
過
去
幾
度
の

被
災
に
対
し
て
、
全
国
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
支
援
が

ど
れ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
か
。
い
ま
こ
そ
、
返
礼
の
時
で
す
」

と
涙
を
た
め
て
市
役
所
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
、
義
援
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
。
被
災
現
場
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
映

像
で
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
強
烈
な
痛
み
が
突
き
刺
さ
る
よ

う
で
あ
り
ま
し
た
。
瓦
礫
の
中
を
う
な
だ
れ
て
歩
く
被
災

者
の
姿
に
接
し
、
あ
ら
た
め
て「
災
害
は
、
被
災
者
の
悲
し

み
や
苦
し
み
を
感
じ
取
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
、
真
に

そ
の
痛
み
を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」こ
と
を
思
い
知

る
の
で
し
た
。

　

道
路
だ
け
は
瓦
礫
の
除
去
が
完
了
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
他
の
空
間
は
ど
こ
に
家
が
あ
り
、
ど
こ
が
田
ん
ぼ
で

あ
っ
た
の
か
さ
え
見
わ
け
が
つ
か
な
い
、文
字
通
り
の
廃
墟
。

　

お
そ
ら
く
や
、
原
子
爆
弾
や
空
襲
の
被
害
に
あ
っ
た
地

域
は
こ
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
ば

か
り
で
し
た
。

　
こ
こ
で
思
い
出
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

敗
戦
国
日
本
に
足
を
踏
み
入
れ
た
進
駐
軍
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指

揮
官
、
ジ
ョ
ー
ジ・有
吉
さ
ん（
の
ち
に
ハ
ワ
イ
州
知
事
に

な
る
人
で
す
）の
回
顧
録
で
あ
り
ま
す
。

　
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら「
日
本
は
底
力
の
あ
る
国
だ

と
さ
れ
る
が
、
今
回
の
敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
る
可
能
性
が

あ
る
か
を
調
査
す
る
こ
と
」と
い
う
指
令
を
受
け
ま
し
た
。

　

有
吉
さ
ん
が
日
本
に
降
り
立
っ
て
み
る
と
、
廃
墟
と
化

し
た
町
に
小
さ
な
汚
い
日
本
人
が
茫
然
と
立
ち
す
く
ん
で

い
る
光
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
と
い
う
の
で
す
。「
こ

ん
な
状
態
か
ら
こ
の
国
の
再
生
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
」。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
廃
墟
の
中
を
歩
い
て
い
く
と
、

ガ
ー
ド
下
に
一
人
の
少
年
が
待
ち
受
け
て
、
靴
を
磨
か
せ

て
く
れ
と
せ
が
ん
だ
ら
し
い
の
で
す
。
磨
き
終
え
る
と
、

有
吉
さ
ん
は「
こ
れ
は
私
の
気
持
ち
だ
」と
言
っ
て
余
分
な

お
金
を
渡
そ
う
と
す
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
少
年
は
頑
と

し
て
受
取
ろ
う
と
は
し
な
い
。「
ぼ
く
の
代
金
は
い
た
だ
い

て
い
る
」と
。
な
ら
ば
と
、
有
吉
さ
ん
は
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
差

し
出
し
た
の
で
す
。
空
腹
に
耐
え
き
れ
ず
に
食
ら
い
つ
く

は
ず
だ
と
確
信
し
て
。
と
こ
ろ
が
、
有
吉
さ
ん
の
意
に
反

し
て
、
そ
の
少
年
は
新
聞
紙
に
そ
の
パ
ン
を
く
る
ん
で
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。「
な
ぜ
食
べ
な
い
の

か
」と
問
い
た
だ
す
有
吉
さ
ん
に
、
少
年
は
こ
う
答
え
た
と

い
う
の
で
す
。「
家
に
は
お
腹
を
空
か
せ
て
帰
り
を
待
っ
て

い
る
６
歳
の
妹
が
い
る
ん
で
す
」と
。
年
端
も
い
か
な
い
少

年
の
そ
の
後
ろ
姿
を
見
送
り
な
が
ら
、
有
吉
さ
ん
は
本
国

に
こ
う
報
告
し
た
の
で
し
た
。「
日
本
と
い
う
国
は
、
ま
ち

が
い
な
く
復
興
す
る
で
あ
ろ
う
」と
。

　

こ
の
少
年
は
、
先
の
大
戦
を
経
験
さ
れ
た
世
代
の
皆
さ

ん
の
姿
で
あ
り
、
慈
愛
に
満
ち
た
そ
の
精
神
性
は
日
本
人

の
原
点
で
も
あ
る
と
思
い
た
い
の
で
す
。

↑「瀧家代々の墓」に手を合せる首藤勝次市長

瀧廉太郎が眠る龍泉寺に墓参り
　瀧廉太郎の墓は、これまで終焉の地に近い大分市金池町の万寿寺にあ
りましたが、今年３月にご遺族の意向で、瀧家の初代から10代までの墓
がある日出町の龍泉寺に移設をされました。
　首藤勝次竹田市長は、109回忌の命日（６月29日）を前に龍泉寺を訪問。
瀧廉太郎をはじめ、父母兄弟らが眠る「瀧家代々の墓」の前で手を合せ、
偉大な先人を偲びました。
　また、竹田市では６月26日の日曜日に瀧廉太郎の歌をうたう会による

「瀧廉太郎追悼祭」が瀧廉太郎記念館（寺町）にて午後１時から行なわれま
す。名曲『荒城の月』を生んだ、郷土ゆかりの楽聖に追悼の祈りを捧げます。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
現
場
に
立
っ
て
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今月のひと

藤
ふ じ

 島
し ま

  純
す み

 髙
た かこ

の
戦
争
を
伝
え
る
こ
と
が

運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
！

「桃源郷の銃声」発行を手がけた竹田西南戦争研究会

　

竹
田
西
南
戦
争
研
究
会
が
中
心
と
な
っ

て
５
月
22
日
に
行
っ
た
「
竹
田
に
お
け
る

西
南
の
役
追
悼
講
演
会
」
の
事
務
局
長
と
し

て
奔ほ

ん
そ
う走

、
自
ら
も
講
演
を
行
っ
た
藤
島
さ
ん
。

研
究
会
の
４
人
が
分
担
し
て
執
筆
し
、
４
年

間
に
わ
た
り
新
聞
広
告
に
掲
載
し
た
「
桃
源

郷
の
銃
声
」
の
初
版
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
、
出

版
披
露
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　
竹
田
と
同
じ
く
西
南
戦
争
の
戦
場
と
化
し

た
臼
杵
市
出
身
の
せ
い
か
、
営
林
署
在
職
中

か
ら
こ
の
戦
争
に
ま
つ
わ
る
文
献
を
読
み
あ

さ
り
、
祖
母
山
や
傾
山
の
麓
に
暮
ら
す
古
老

か
ら
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る
伝
承
話
を
聞
い
て

は
、
記
録
に
留
め
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

研
究
会
の
発
足
も「
後
藤
さ
ん
と
い
う
牛

乳
配
達
さ
れ
て
い
た
方
が
、
私
の
西
南
戦
争

好
き
を
知
り
、
同
じ
く
こ
の
戦
争
を
研
究
さ

れ
て
い
た
津
島
泰
浩
さ
ん（
※
）を
紹
介
し
て

く
れ
た
の
が
始
ま
り
な
ん
で
す
よ
」と
そ
の

偶
然
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
た
だ
、
や
は
り
私
は
こ
の
戦
争
を
伝
え

る
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
た
ま
た
ま
、
熊
本
の
戦
跡
を
訪
ね

た
日
が
、
実
際
に
戦
闘
が
行
わ
れ
た
４
月
13

日
、
そ
の
日
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
以
外
に

も
そ
の
奇
遇
さ
に
驚
い
た
こ
と
が
何
度
も
あ

り
ま
し
た
か
ら
」

　
研
究
会
最
大
の
悩
み
は
後
継
者
不
足
。

「
若
く
て
足
腰
の
強
い
、
そ
し
て
意
欲
の
あ

る
人
に
郷
土
の
歴
史
を
学
ん
で
ほ
し
い
、
そ

し
て
当
時
ま
だ
残
っ
て
い
た
竹
田
の
武
士
道

を
見
直
し
て
ほ
し
い
」
訴
え
か
け
る
姿
は
、

と
て
も
80
歳
に
は
見
え
な
い
若
さ
と
力
強
さ

が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

（坂折・80歳）

〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
18
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
課
程
一
年

高
浜
康
亘

　
６
月
、梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

竹
田
に
も
雨
が
降
っ
て
い
る
の
か
な

と
、東
京
か
ら
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
は
、
雨
の
似
合
う
ま
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
去
年
の
10
月
に
景
観
研
究
室

の
メ
ン
バ
ー
で
竹
田
調
査
に
行
っ
た

と
き
は
、
秋
雨
の
季
節
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
、
し
と
し
と
と
し
た
雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
。
調
査
の
拠
点
と
し
て
お
借

り
し
て
い
た
吉
川
屋
さ
ん
で
し
ば
し

議
論
を
し
な
が
ら
の
雨
宿
り
。
ぼ
く
は

ぼ
ー
っ
と
外
を
眺
め
て
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
（
景
観
研
の
み
な
さ
ん
ご
め

ん
な
さ
い
）。
正
直
言
っ
て
そ
の
日
の

調
査
は
は
か
ど
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

雨
に
濡
れ
る
美
し
い
竹
田
を
発
見
で

き
た
こ
と
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
す
ば
ら

し
い
体
験
で
し
た
。

　

な
ぜ
、
竹
田
は
雨
が
似
合
う
の
で

し
ょ
う
か
。
吉
川
屋
さ
ん
か
ら
見
た
風

景
を
思
い
返
し
ま
す
。
し
っ
と
り
と

雨
に
濡
れ
る
家
屋
、少
し
薄
暗
い
街
並
、

遠
く
に
霞
む
山
々
…
…
。
遠
く
の
景

色
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。足
元
に
は
、

豊
か
な
水
路
の
音
が
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
音
が
、
竹
田
は
水
の
ま
ち

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

水
路
の
音
で
、
遠
く
、
山
の
こ
と

を
思
い
ま
す
。
竹
田
の
山
に
は
、
棚

田
や
畑
が
あ
り
、
白
水
ダ
ム
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
人
々
の
営
み
が
、
美

し
い
風
景
が
、
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
ら
が

拠
点
と
し
て
い
る
城
下
町
は
そ
ん
な

竹
田
の
農
村
か
ら
の
恵
み
を
受
け
て
、

城
下
町
の
営
み
を
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。
そ
の
一
連
の
流
れ
を
見
守

り
、そ
し
て
支
え
て
い
る
も
の
こ
そ
が
、

竹
田
の
水
な
の
だ
な
あ
と
、思
い
ま
す
。

上
流
の
営
み
と
、
下
流
の
営
み
。
ど

ち
ら
も
竹
田
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な

も
の
。
そ
の
両
者
を
結
び
つ
け
て
い
る

も
の
が
水
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、

城
下
町
の
水
路
の
音
は
、
竹
田
の
営
み

の
鼓
動
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
雨
の
降
る
吉
川
屋
さ
ん
で
、
ま
さ
か

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
た
だ
雨
に
濡

れ
る
城
下
町
と
、
潔
く
流
れ
る
水
路
の

音
の
美
し
さ
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た

だ
け
で
す
。
し
か
し
な
ぜ
だ
か
分
か
ら

な
い
け
ど
、
そ
れ
は
と
て
も
情
感
あ
ふ

れ
る
風
景
で
し
た
。

　
竹
田
は
今
、
雨
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

あ
の
風
景
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
、
東
京
か
ら
想
い
を
馳
せ
て
い
ま

す
。

竹田で繰り広げられた西南戦争の記録。
当時の人々の苦難が克明に描写されてい
ます。１冊500円で頒布中。

※「竹田における西南の役追悼講演会」が行われた５月22日、研究会の津島泰浩さん（86）が
　逝去されました。ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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４
月
28
日
、
竹
田
市
椎
茸
生
産

振
興
会（
志
賀
惟
克
会
長
）の
椎
茸
品

評
会
が
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
２
１
７
点
が
出
さ
れ
、

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
天
白
ど
ん
こ
】最
優
秀
賞・
佐
藤
藤

夫（
桜
町
東
）、【
茶
花
ど
ん
こ
】最
優

秀
賞・加
藤
美
恵
子（
栢
木
）、【
上
ど

ん
こ
】最
優
秀
賞・
佐
藤
藤
夫（
桜
町

東
）、【
こ
う
こ
】最
優
秀
賞・佐
藤
和

代（
桜
町
東
）、【
香
信
】最
優
秀
賞・

加
藤
至
誠（
栢
木
）

　第45回九州高校女子ソフトボール選手権大会の決勝が５月15
日、竹田市民球場で行なわれました。各県２校16チームが参加し、
決勝の舞台に勝ち上がったのは、佐賀女子短期大学付属佐賀女子
高等学校と鹿児島県神村学園高等部。７回を終えても、０－０ の
まま決着がつかず、８回裏タイブレイカ―のワンチャンスを活か
した神村学園がサヨナラ勝ちで栄冠を手にしました。
　優　勝・鹿児島県神村学園高等部
　準優勝・佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校
　３　位・宮崎県小林西高等学校 ↑決勝打を放ちナインに迎えられる金江爽友選手（９番）

↑この12年間で準優勝７回。念願の優勝を果たした
　神村学園高等部

粘りのピッチングで抑えたエース・中野花菜投手  →

念願の古豪復活Ｖ！

神村学園高等部が
接戦を制す！

　５月３日に、祖母山の山開きが行わ
れ、県内外から約1,000人の登山客訪れ
ました。
　山頂（1756㍍）では山頂祭がおこなわ
れ、シーズン中の安全を祈願しました。
登山客は新緑に包まれた絶景を満喫して
いました。

　荻町新藤にある荻神社で４月26日、古
くから伝わる、春季大祭「ゆたて」が行
われました。白衣姿の“ゆたて”が神社の
境内に置かれた斎庭の窯で沸かされたお
湯を手振り笹で辺り一面に散らします。
このお湯を浴びると魔除け、疫病除け、
長寿になると云われています。

新緑の祖母山で山開き

湯をかぶって無病息災を祈願

竹田市椎茸品評会が開催

すごう農産加工所が完成

　観光ツーリズム協会が

萌えキャラ公認

　

４
月
21
日
、
道
の
駅「
す
ご
う
」

の
横
に
竹
田
市
す
ご
う
農
産
加
工

所
が
完
成
し
ま
し
た
。
加
工
所
は

木
造
平
屋
建
で
延
べ
床
面
積
が

２
０
４・８
７
平
方
㍍
で
、「
す
ご
う

農
産
加
工
協
同
組
合
」が
運
営
し
ま

す
。
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物
を

使
い
、
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
等
の
加

工
品
を
生
産
。
今
後
も
新
た
な
特
産

品
の
製
造
拠
点
と
な
り
、
地
域
農
業

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
大
分
県
内
18
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
あ
ふ
れ
る
萌
え
キ
ャ
ラ
を
制
作

し
、
ま
ち
の
宣
伝
等
に
活
用
し
て
も

ら
お
う
と
い
う『
お
お
い
た
萌
え
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。
５
月
６

日
、
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

は
、
竹
田
市
の
萌
え
キ
ャ
ラ（
名
前

未
定
）を
公
認
し
ま
し
た
。
今
後
の

活
躍（
？
）が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
竹
田
市
愛
誠
杯
健
康
ナ
イ
タ
ー

陸
上
競
技
大
会
」の
20
回
記
念
大
会

が
５
月
７
日
、
竹
田
市
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

陸
上
競
技
に
か
け
る
志
半
ば
で
、
白

血
病
に
倒
れ
、
中
学
３
年
の
若
さ

で
急
逝
し
た
故
倉
原
愛
誠
く
ん（
元

緑
ヶ
丘
中
陸
上
部
）を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
競
技
人
口
の
拡
大
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
子
ど
も

た
ち
か
ら
、
毎
年
元
気
を
も
ら
っ
て

い
る
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
選

手
に
育
っ
て
ほ
し
い
ね
」。

父
親
の
倉
原
準
一
竹
田
市
陸
上
競
技

協
会
副
会
長
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
走

る
選
手
た
ち
の
姿
に
亡
き
息
子
の
姿

を
重
ね
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
は
嬉
し
い
こ
と
が
ひ
と
つ
。

次
男
郁
さ
ん
の
息
子
、
孫
の
侑
也
く

ん（
白
丹
小
１
年・６
歳
）が
初
め
て

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
。「
命

の
リ
レ
ー
を
つ
な
い
で
く
れ
た
ね
」

と
話
し
て
く
れ
た
倉
原
副
会
長
。
侑

也
く
ん
の
懸
命
に
走
る
姿
に
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　竹田市出身・童謡童話作家の佐藤義美
顕彰事業として「第23回さとうよしみ竹
田童謡祭」が４月29日（昭和の日）、佐
藤義美記念館周辺で行われました。
　義美の童謡ファンの参加による「さと
うよしみ合唱団」の発表や、大分県芸術
文化短期大学の学生が童謡を手話で楽し
むコーナーなど、会場は終日賑わってい
ました。

↑元気いっぱいに歌う「さとうよしみ合唱団」

さとうよしみの童謡を歌い継ぐ

↑副田拓樹くん（久住中３年）に、倉原副
会長から愛誠杯（市内の中学３年生男子
3000㍍の部・優勝）が贈られた

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
選
手
に
な
っ
て

第
20
回
愛
誠
杯
健
康
ナ
イ
タ
ー
陸
上
大
会

天津洋子さんが震災チャリティー

　
５
月
９
日
、
国
東
市
国
見
町
の
浪

曲
師・天
津
洋
子
さ
ん
が「
東
日
本
大

震
災
」に
遭
わ
れ
た
被
災
者
の
方
の

力
に
な
り
た
い
と
、
玉
来
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
と
玉
来
地
区
自
治
会
主

催
に
よ
る
、
浪
曲
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の

無
料
公
演
を
竹
田
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。（
ロ
ビ
ー

に
て
、
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
）

　

看
護
週
間
の
一
環
行
事
と
し
て

「
高
校
生
１
日
看
護
体
験
」が
竹
田
医

師
会
病
院
、
加
藤
病
院
、
大
久
保
病

院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
11
日
、
竹
田
医
師
会
病
院
で

は
竹
田
南
高
校
の
生
徒
８
人
が
看
護

師
や
介
護
福
祉
師
等
の
仕
事
を
学
び
、

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。（
写
真

は
、療
養
者
の
足
浴
を
す
る
高
校
生
） 看護の心をみんなの心に

　県民の誰もが気軽に参加できる、平成23
年度県民すこやかスポーツ祭が今年も各地
区で開催されました。
　５月７日、第10回豊肥グループ『３Ｂ体
操のつどい』が荻町の緑ヶ丘中学校体育館
で行われました。
市内外から約150人が参加し、ストレッチや
ベルを使った体操、交流ゲームなどで、体
を動かすことを楽しんでいました。

↑３Ｂ体操で汗を流す参加者のみなさん

３Ｂ体操で人生をエンジョイ
イキイキ！　はつらつ！

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
開
局
70
周
年
記
念
し

て
、
18
市
町
村
ご
と
に
ま
ち
の
Ｃ
Ｍ

を
制
作
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
し

ん
け
ん
好
き
や
け
ん
お
お
い
た
け

ん
」。

　

Ｃ
Ｍ『
竹
田
市
篇
』は
５
月
16
日
、

直
入
地
区・ガ
ニ
湯
温
泉
、
荻
地
区・

白
水
の
滝
、
竹
田
地
区・
岡
城
と
瀧

廉
太
郎
記
念
館
、
久
住
地
区・
久
住

高
原
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場
で
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
６
月
か
ら
順
次
放

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
開
局
70
年
記
念
Ｃ
Ｍ

し
ん
け
ん
好
き
や
け
ん  

竹
田
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がんばろう
くじゅう〜

ＫＫＰ ･･･ 久住（頭文字のＫＵＪＹＵ
の『Ｋ』）・高原（ＫＯＵＧＥＮの『Ｋ』）・
パートナーシップ（ＰＡＲＴＮＥＲ 
ＳＨＩＰの『Ｐ』）の略。

久住高原の魅力発信へ

久住高原観光新生企業パートナーシップ宣言

　

こ
れ
ま
で
の
商
品
を
全
面
的
に

見
直
し
な
が
ら
、
今
年
度
は
チ
ー

ズ
と
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
開
発
致

し
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
も

メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
て
い
き
な
が

ら
、
多
く
の
お
客
様
に
支
持
さ
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
久
住
高
原
全
体
の
誘

客
に
繋
が
る
よ
う
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド

を「
明
る
く
、
楽
し
く
、
美
し
く
」と

定
め
、
久
住
高
原
を
元
気
に
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
社
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
は

メ
ニ
ュ
ー
の
変
更
及
び
バ
イ
キ
ン
グ

等
の
充
実
を
図
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

よ
り
一
層
の
誘
客
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
試
験
栽
培
を
行
な
う
と

同
時
に
、
竹
田
市
と
農
業
企
業
参
入

協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　

竹
田
市
久
住
町
の
久
住
高
原
で
観
光
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
市
外
か
ら
の
新
規
参
入
５
社
が
新
生
久
住
高
原
観
光
に

懸
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
と
も
に
交
流
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
と
も
に
観
光
振
興
を
図
ろ
う
と
、
国
民
宿
舎
「
久
住

高
原
荘
」
で
４
月
22
日
、「
久
住
高
原
観
光
新
生
企
業
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
」
を
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
も
あ
り
、
観
光
施
設
の
運
営
す
る

企
業
撤
退
も
相
次
い
だ
久
住
高
原
で
す
が
、
幸
い
に
し
て
久
住

高
原
観
光
に
お
け
る
既
存
拠
点
施
設
へ
の
新
規
企
業
参
入
が
相

次
ぎ
、
久
住
高
原
地
域
を
核
と
し
た
竹
田
市
観
光
の
新
生
と
雇

用
拡
大
に
向
け
た
明
る
い
展
望
が
開
け
て
き
ま
し
た
。

久住高原を
元気にすること

くじゅう高原ガンジー牧場
㈱まるひで代表取締役

小野 秀幸

松原 忠美

久住高原ファンを
増やしたい

くしふるの大地
㈱力の源カンパニー　博多一風堂
農業生産法人・㈱くしふるの大地
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て
、
地
域
と
の
協
力
体
制
を
整
え
、

今
年
度
か
ら
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ト

マ
ト
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

じ
ゃ
が
い
も
等
、
本
格
的
に
栽
培

を
致
し
ま
す
。
７
月
中
旬
か
ら
９
月

上
旬
ま
で
、
観
光
農
園
と
し
ま
し
て
、

甘
く
て
新
鮮
な
高
原
野
菜
、
農
産
物

の
収
穫
体
験
や
直
接
販
売
を
行
い
ま

し
て
、
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
致
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

都
市
と
田
舎
を
結
ぶ
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
動
き
と
し
て
、
若
い
人
材

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
収
穫
作
業

や
収
穫
体
験
の
ア
テ
ン
ド・ス
タ
ッ

フ
と
し
て
起
用
し
、
久
住
高
原
の

フ
ァ
ン
層
拡
大
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
観
光
施
設
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
ま
し
て
、
地
域
全
体
で
活

動
し
、
地
域
に
貢
献
を
し
た
い
と
強

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ビ
ー
ル
は
ド
イ
ツ
で
１
０
０
０
年

前
に
作
ら
れ
、
飲
料
と
し
て
世
界
中

に
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
ビ
ー
ル
を

日
本
一
の
ビ
ー
ル
に
す
る
べ
く「
36

度
の
温
度
の
な
か
で
、
生
酵
母
が
新

し
く
発
酵
す
る
」と
い
う
特
許
を
取

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
ビ
ー
ル
村
を
作
る
た
め

に
は
、
ま
ず「
水
」が
一
番
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
竹
田・
久
住
は
、
日
本

を
代
表
す
る
名
水
の
里
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
て
、
そ
の
水
と
ビ
ー
ル
の
原

点
で
あ
る「
地
ビ
ー
ル
」を
作
り
、
ま

ち
起
こ
し
を
す
る
た
め
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
一
の
久
住
高
原
を
目
指
し
て
、

一
緒
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
私
ど
も
は
こ
の
花
公
園
を
も
っ
と

素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
、
久
住
の
素
晴
ら
し

さ
を
全
国
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
若
い
人
材
を
育
て
て
い
く

と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
も
農
産
物
を

扱
っ
て
き
ま
し
た
立
場
上
、
こ
の
竹

田
地
域
の
農
産
物
を
各
地
に
売
り
込

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
、
こ
の
花
公

園
が
就
業
の
場
に
な
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
若
い
者
と
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
！

　
現
在
、
福
岡
と
黒
川
、
久
住
、
竹

田
と
い
う
こ
の
路
線
に
会
員
バ
ス
を

運
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

年
間
４
千
円
で
何
度
で
も
乗
れ
る
と

い
う
バ
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
ご
ざ
い
ま

す
。
一
度
会
員
に
な
ら
れ
ま
す
と
こ

の
久
住
の
地
に
足
を
運
べ
る
と
い
う

仕
組
み
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。（
５
月
５
日
現
在
、
全
会

員
数
１
万
人
を
突
破
）多
く
の
会
員

様
が
久
住
に
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
よ
り
湯
布
院
、

臼
杵
間
の
路
線
も
運
行
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

　

縦
軸
の
中
心
と
な
る
久
住
高
原

を
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

我
々
の「
足
」を
上
手
く
ご
利
用
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地域活性化施設「久住さやか」に
ほっとカフェ

「ギャラリーふぅ」が
オープン！
　社会福祉法人「かぼちゃの国」（茅野
明代表）が４月に指定管理を受け、５
月３日に地域活性化施設「久住さやか」

（久住町有氏）にカフェをオープンしま
した。
　手づくりのハンバーガーやピザなど
がおすすめ！ぜひお立ち寄りください。
営業時間　10:00 〜 17:00
定　休　日　水曜日・木曜日
●お問い合せ
　ほっとカフェ「ギャラリーふぅ」
　☎ 0974-77-2779

第14回久住高原の唄日本一大会 
日　時　６月18日㈯　9:15 〜
　　　　　　　　　　予選大会
　　　　６月19日㈰　9:15 〜
　　　　　　　　　　本選大会 
場  所 　くじゅうサンホール
　　　　（久住公民館大ホール） 
入場料　 無　料
●お問い合せ
　久住高原の唄日本一大会実行委員会
　☎76-1610

沢水キャンプ場開き
日　時　６月28日㈫　10:00 〜（予定）
場　所　久住町沢水キャンプ場
●お問い合せ
　国民宿舎久住高原荘　☎76-1211

クロスカントリー大会  
　雄大な景観が成す大パノラマの中、
起伏に富んだ自然のコースで、これま
でも、学生さんから実業団などの多く
のランナーたちが合宿や練習に励んで
います。
開催月日　７月17日㈰　9:00 〜 13:30
開催場所　久住町南登山口
参加資格　中学生以上
　　　　　（年齢は、大会当日の満年齢） 
申込期限 　６月15日㈬当日振込印有効

（インターネット申込も同日締切） 
●お申込み・お問い合せ
　久住高原クロスカントリー大会事務局
　（久住公民館内）　☎0974-76-0717

くじゅうイベント情報魅力たっぷり！

ＹＯＫＡＲＯの
『足』を活用して

ＹＯＫＡＲＯバス
㈲ＳＯＵＤＡ　代表取締役

早田 圭介

花公園を
農産物流の窓口に

くじゅう花公園
㈱大分中央農産
代表取締役

渡辺 光徳

日本一の
久住高原を目指して

久住高原地ビール村
㈱昭和園代表取締役

持永 登茂
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６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

土
砂
災
害 

と
は
・
・
・
？

　

大
雨
や
地
震
な
ど
が
引
き
金
と

な
っ
て
、
山
や
が
け
が
崩
れ
た
り
、

水
と
混
じ
り
合
っ
た
土
や
石
が
川
か

ら
流
れ
出
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

私
た
ち
の
命
や
財
産
な
ど
が
脅
か
さ

れ
る
自
然
の
災
害
で
す
。
主
な
も
の

と
し
て
、「
土
石
流
災
害
」「
地
す
べ

り
災
害
」「
が
け
崩
れ
災
害
」な
ど
が

あ
り
ま
す
。

土
石
流

　
谷
や
山
の
斜
面
か
ら
崩
れ
た
土
や

石
な
ど
が
、
梅
雨
の
長
雨
や
台
風
の

大
雨
な
ど
に
よ
る
水
と
一
緒
に
な
っ

て
、
一
気
に
流
れ
で
て
く
る
現
象
で

す
。

　
流
れ
の
急
な
川
が
あ
る
と
こ
ろ
や

扇
状
地
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
速

い
ス
ピ
ー
ド
と
強
い
力
で
、
人
の
命

や
家
な
ど
の
財
産
を
奪
い
、
道
路
な

ど
の
交
通
網
に
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
も
し
も
、
土
石
流
が
発
生
し
た
ら
、

土
砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角

に
逃
げ
、
で
き
る
だ
け
離
れ
ま
し
ょ

う
。

〔
前
兆
〕

・
川
や
井
戸
水
が
濁
る

・
川
の
中
で
石
が
転
が
る
音
が
し
、

流
木
が
混
ざ
る

・
土
臭
い
臭
い
や
地
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
や
ま
な
い
の
に
川
の
水
位
が

下
が
る

地
す
べ
り

　
緩
や
か
な
斜
面
の
場
所
で
、
粘
土

の
よ
う
な
滑
り
や
す
い
地
層
に
雨
水

な
ど
が
し
み
込
み
、
そ
の
影
響
で
地

面
が
動
き
出
す
現
象
で
す
。

　

大
量
の
土
塊
が
移
動
す
る
た
め
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、

一
旦
動
き
出
す
と
完
全
に
停
止
さ
せ

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
日
本

　

梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
、
地
す
べ
り
・
が

け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体
や
財
産
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
、
災
害
の
予
防
対
策
、
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と

○
自
ら
が
率
先
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
！

○
非
常
時
の
対
応
を
想
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
考
え
て
お
く

だ
け
で
も
役
に
立
ち
ま
す
）

○
大
丈
夫
だ
ろ
う
。（
災
害
）起
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
安
易
な

思
い
込
み
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

早
め
の
行
動
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

がけ崩れ
（急傾斜地崩壊危険箇所）

●小石がぱらぱらと落ちてきたら…

地すべり
（地すべり危険箇所）

●井戸水が濁ったら…

土石流
（土石流危険区域）

●地鳴り山鳴りがしたら…

危険を感じたら、ただちに避難してください!!

予兆

結果

予兆

結果

予兆

結果
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今すぐ！避難場所を確認する !!
緊急時避難場所一覧

＊竹田地域避難所
番号 施　設　名

1 竹田小学校体育館
2 竹田創生館
3 野外活動施設
4 竹田幼稚園
5 竹田高等学校体育館
6 岡本小学校体育館
7 旧明治小学校体育館
8 明治多目的集会所
9 竹田中学校体育館
10 玉来分館体育館
11 竹田市体育センター
12 南部小学校体育館
13 竹田南部中学校体育館
14 祖峰小学校体育館
15 あ祖母学舎
16 福祉施設はくすい
17 菅生小学校体育館
18 菅生分館
19 宮城台小学校体育館
20 宮城分館
21 城原小学校体育館
22 城原地区館

＊福祉避難所
番号 施　設　名

1 竹田市総合社会福祉センター
2 荻福祉健康センター
3 久住保健センター
4 直入保健福祉センター
5 福祉施設はくすい

＊荻地域避難所
番号 施　設　名

1 荻公民館
2 福祉健康エリア
3 荻小学校
4 緑ヶ丘中学校
5 柏原公民館
6 馬場自治会公民館
7 桜町東区集会所
8 荻老人福祉センター
9 桜町栄区集会所
10 桑木自治会公民館
11 木下自治会公民館
12 政所自治会公民館
13 藤渡自治会公民館
14 新藤自治会公民館
15 高城自治会公民館
16 恵良原自治会公民館
17 馬背野自治会公民館
18 仏面自治会公民館
19 叶野自治会公民館
20 高練木自治会公民館
21 柏原自治会公民館
22 瓜作自治会公民館
23 宮平自治会公民館
24 西福寺自治会公民館
25 鴫田自治会公民館
26 北原自治会公民館
27 大平ふるさと交流の家

＊久住地域避難所
番号 施　設　名

1 久住公民館
2 久住小学校体育館
3 白丹地区公民館
4 白丹地区体育館
5 久住中学校体育館
6 白丹小学校体育館
7 都野地区公民館
8 都野小学校体育館
9 都野中学校体育館

＊直入地域避難所
番号 施　設　名

1 直入中学校体育館
2 旧下竹田小学校体育館
3 直入小学校体育館

4 " 道の駅「ながゆ温泉」
　　湯の郷ふれあい館 "

5 直入セミナーハウス ( 直入中）
6 山村交流センター
7 直入公民館
8 Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館
9 ドイツ村簡易宿泊施設

●お問い合せ先
　竹田市総務課　行政係
　　☎63-1111（内線213）
　竹田市荻支所　いきいき市民課
　　☎68-2211（内線112）
　竹田市久住支所　いきいき市民課
　　☎76-1111（内線182）
　竹田市直入支所　いきいき市民課
　　☎75-2211（内線113）

福祉避難所とは、市が災害時に高齢者や障がい者、妊産婦、乳幼児、病弱者等で避難所での生活に特別な配
慮を必要とされる方を受け入れる避難施設として、耐震、耐火、鉄筋構造を備え、バリアフリー化された施
設をあらかじめ指定したものです。

「もしも…!?」に備えて
☆非常用品を備えておきましょう
　緊急避難時に持って逃げる「非常持出品（水、ラジ
オ、懐中電灯等）」と、災害後の生活を支える「非常備
蓄品（非常食品、生活用品、燃料等で最低３日分）」を
備えましょう。
☆情報を収集しましょう
　日頃から災害に関する知識や気象情報に注意し、災害
時は信頼できる情報を元に速やかに行動しましょう。
・告知端末による災害放送
・テレビ・ラジオ・インターネット
・土砂災害危険度情報　http://sabo.pref.oita.jp/dosya/
・雨量・水位観測情報　http://river.pref.oita.jp/
［携帯サイト］　http://river.pref.oita.jp/mobile/
　もし、災害が起こりそうな状況や身に危険を感じた場
合は、早めに避難しましょう。
　なお、避難した時や災害の発生を確認した時は、速や
かに市役所に連絡をお願いします。
★お問い合せ・連絡先
　竹田市総務課行政係　☎63-4800（直通）
　　　　　　　　　　　☎63-1111（代表）

土砂災害から身を守ろう

で
は
、
地
質
的
に
ぜ
い
弱
で
あ
る
こ

と
に
加
え
て
梅
雨
あ
る
い
は
台
風
な

ど
の
豪
雨
に
よ
り
、
毎
年
各
地
で
地

す
べ
り
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

〔
前
兆
〕

・
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

・
湧
き
水
が
増
加
す
る
（
枯
れ
る
）

・
池
や
沼
の
水
か
さ
が
急
に
増
え
る

　

（
減
る
）

・
地
面
に
亀
裂
や
段
差
が
で
き
る

・
地
鳴
り
、
山
鳴
り
が
す
る

が
け
崩
れ

　
急
な
斜
面
の
地
中
に
し
み
込
ん
だ

雨
水
に
よ
り
、
突
然
崩
れ
落
ち
る
現

象
で
す
。
地
震
に
よ
っ
て
起
き
る
こ

と
も
あ
り
、
崩
れ
た
土
砂
は
斜
面
の

２
～
３
倍
に
あ
た
る
距
離
ま
で
届
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
は
逃
げ
る
暇
が
な
い
ほ

ど
速
い
ス
ピ
ー
ド
と
強
い
破
壊
力
の

た
め
に
、
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
り
、

家
な
ど
の
財
産
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
な
ど
、
悲
惨
な
災

害
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

〔
前
兆
〕

・
湧
き
水
が
増
加
す
る

・
が
け
や
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え
る

・
水
が
湧
き
出
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

・
木
の
根
が
切
れ
る
音
が
す
る

詳しくは、竹田市ホームページを
ご覧ください。
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を
作
成
し
ま
し
た
。
就
任
後
２
年
間

何
を
や
り
今
後
２
年
間
何
を
や
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
で
情

報
の
共
有
を
し
な
が
ら
地
域
と
行
政

を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
６
３—

４
８
０
０

　

吉
良
昭
光
さ
ん（
74
歳・
中
角
）に

『
民
生
委
員・児
童
委
員
に
対
す
る
厚

生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
』が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
吉
良
さ
ん
は
、
民
生
委

員・児
童
委
員
と
し
て
22
年
10
か
月

の
長
き
に
わ
た
り
、
相
談
支
援
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
回
竹
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会　

改
革
の
結
果
が
見
え
る
行
動
の
年
に

　
５
月
６
日
に
本
年
度
第
１
回
の
竹

田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
が
久

住
支
所
で
開
か
れ
、
首
藤
勝
次
市
長

か
ら
推
進
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
委
員
は
今
後
２
年
間
竹

田
市
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
検
討
し
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
会
議
は
今
年
第
１

回
目
と
い
う
こ
と
で
、
推
進
本
部
員

（
本
部
長
市
長
）と
の
合
同
意
見
交
換

会
の
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
が
、「
合
併
し
て
７
年
目
に

入
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

行
財
政
改
革
を
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

一
律
な
も
の
の
考
え
方
で
は
改
革
の

対
応
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

定
数
管
理
、
組
織
の
改
革
そ
し
て
公

の
施
設
の
あ
り
方
、
こ
の
３
本
柱
を

も
っ
て
第
２
ラ
ウ
ン
ド
が
始
ま
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
次
に
委
員
を
代
表
し
て
委
員
長
に

選
出
さ
れ
た
堀
義
隆
氏
が
、
私
た
ち

委
員
は
本
日
の
会
議
を
基
盤
に
活
動

し
、
改
革
の
結
果
が
見
え
る
行
動
の

年
に
し
て
い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
１

久
住
庁
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て

　
平
成
14
年
９
月
に
完
成
し
、
合
併

後
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
久
住
庁
舎

の
利
活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ

ま
し
た
。

市
長　
今
年
度
策
定
す
る
竹
田
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に
旧

１
市
３
町
そ
れ
ぞ
れ
４
か
所
の
中
心

部
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
構

想
が
含
ま
れ
ま
す
。
久
住
地
区
は
こ

の
庁
舎
が
中
心
部
の
拠
点
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
地
域
の

機
運
の
盛
り
上
が
り
を
見
な
が
ら
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

協
議
２

組
織
体
制（
支
所
と
本
庁

の
連
携
）に
つ
い
て

　
職
員
数
が
大
き
く
減
っ
て
い
く
中

で
組
織
体
制
を
ど
の
よ
う
に
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

け
る
も
の
に
す
る
の
か
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
か
ら
合
併
前
は
地
域
と

職
員
と
の
間
で
い
い
意
味
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
た
。
合

併
し
て
職
員
と
住
民
と
の
距
離
が
開

い
て
し
ま
い
市
民
は
非
常
に
不
満
で

あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

市
長　
組
織
の
見
直
し
は
支
所
だ
け

で
な
く
全
体
で
や
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
支
所
は
４
月
の

異
動
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
出
身
者

を
多
く
配
置
し
、
数
で
な
く
地
域
で

の
経
験
値
を
集
め
ま
し
た
。
全
体
的

に
職
員
数
を
絞
り
層
が
薄
く
な
る
年

代
が
で
き
て
く
る
中
、
市
も
そ
の
地

域
の
経
験
を
持
っ
た
人
を
嘱
託
等
で

補
充
す
る
や
り
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
情
報
共
有
と
い
う
点
で
今
度

竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
冊
子

↑23年度第１回竹田市行財政改革推進委員会

↑吉良　昭光さん

吉
良
昭
光
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平成23年度執行体制決定
自治会連合会定期総会

　５月17日㈫竹田市役所本庁で平成23年度竹田市自治会連
合会定期総会が行われ、連合会長に早川　和氏、副会長に
佐藤冨士夫氏・志賀三士郎氏・大久保金光氏が就任されま
した。総会では、地域の連携強化、防災・防犯・自治会統
合ほか生活基盤の安定に向けた今年度の自治会運営方針等
が討議されました。

　この度、平成23年度竹田市自治会連合会長に選
任されました。市民の豊かで住みよい生活の実現
をはかり、地域の課題について考え、協力できる
体制の確立を推進したいと思います。
　また、個性と魅力ある力強い地域づくりに向け
て、行政が住民の期待にどう応えようとしている
か把握し、住民の意向が正しく反映されるよう各
地区の自治会長さん方と連携し、市民が主役の安
心安全な街づくりのために力を注ぎます。

◇自治会連合会長就任あいさつ　　　　　  　 早川　和
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選
挙
区

竹
田
東
部
選
挙
区　
（
定
数
４
人
）

　
竹
田・片
ヶ
瀬・岡
本・明
治・豊
岡

地
区
の
区
域

竹
田
西
部
選
挙
区　
（
定
数
３
人
）

　
玉
来・松
本・菅
生
地
区
の
区
域

竹
田
南
部
選
挙
区　
（
定
数
３
人
）

　
入
田・嫗
岳・宮
砥
地
区
の
区
域

竹
田
北
部
選
挙
区　
（
定
数
４
人
）

　
宮
城・城
原
地
区
の
区
域

荻
選
挙
区　
　
　
　
（
定
数
６
人
）

　
荻・柏
原
地
区
の
区
域

久
住
選
挙
区　
　
　
（
定
数
６
人
）

　
久
住・白
丹・都
野
地
区
の
区
域

直
入
選
挙
区　
　
　
（
定
数
４
人
）

　
長
湯・下
竹
田
地
区
の
区
域

投
票
で
き
る
人（
有
権
者
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

（
平
成
23
年
３
月
31
日
確
定
）に
登
載

さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の
要
件
全
て

に
該
当
す
る
人
で
す
。

①　
投
票
日
現
在（
７
月
10
日
）、
竹

田
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②　
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③　
10
㌃
以
上
の
農
地
の
耕
作
の
業

務
を
営
む
者
か
ま
た
は
そ
の
同
居

の
親
族・
配
偶
者
で
、
年
間
概
ね

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る

と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
。

※
公
職
選
挙
法
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
て
い
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　

入
場
整
理
券
は
、
告
示
日
以
降
、

投
票
と
な
る
選
挙
区
の
有
権
者
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。

　
投
票
日
の
投
票
は
、
入
場
整
理
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
行
い

ま
す
。

　
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、

投
票
所
で
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
投

票
時
に
係
員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
は
、
入
場
整
理
券
が

届
い
て
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
場
所
・
時
間

　
投
票
所
は
次
の
19
か
所
に
設
置
さ

れ
ま
す
。
投
票
時
間
は
各
投
票
所
と

も
７
時
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。

竹
田
東
部
選
挙
区

岡
本
小
学
校
体
育
館

明
治
分
館

豊
岡
小
学
校
体
育
館（
竹
田
地
区
の

方
は
、
豊
岡
小
学
校
体
育
館
が
投

票
所
と
な
り
ま
す
。）

片
ケ
瀬
集
会
所

竹
田
西
部
選
挙
区

玉
来
分
館
体
育
館

松
本
分
館

菅
生
分
館

竹
田
南
部
選
挙
区

祖
峰
小
学
校
体
育
館

嫗
岳
分
館

宮
砥
分
館
体
育
館

竹
田
北
部
選
挙
区

宮
城
台
小
学
校
体
育
館

城
原
地
区
館

荻
選
挙
区

荻
公
民
館

柏
原
公
民
館

久
住
選
挙
区

久
住
公
民
館

白
丹
公
民
館

都
野
公
民
館

直
入
選
挙
区

直
入
支
所
大
会
議
室

旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬

祭
等
の
予
定
が
あ
る
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

　
期
間
は
７
月
４
日
㈪
か
ら
９
日
㈯
、

時
間
は
８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で
で

す
。

期
日
前
投
票
の
場
所

　
選
挙
区（
名
簿
登
載
地
）に
よ
っ
て
、

期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
が
異
な

り
ま
す
。

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

　

竹
田
東
部
選
挙
区・竹
田
西
部
選

挙
区・竹
田
南
部
選
挙
区・竹
田
北
部

選
挙
区

荻
支
所
１
階
会
議
室

　
荻
選
挙
区

久
住
支
所
３
階
会
議
室

　
久
住
選
挙
区

直
入
支
所
大
会
議
室

　
直
入
選
挙
区

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会
等

　
竹
田
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

事
前
説
明
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

事
前
説
明
会

　
日
時　
６
月
14
日
㈫
14
時
か
ら

　
場
所　
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

届
出
書
類
事
前
審
査

　
日
時　
６
月
21
日
㈫・22
日
㈬

　
　
　
　
８
時
30
分
か
ら
17
時

　
場
所　
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

立
候
補
の
届
出
受
付

　
日
時　
７
月
３
日
㈰

　
　
　
　
８
時
30
分
か
ら
17
時

　
場
所　
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
３—

４
８
１
４

竹田市農業委員会委員選挙
任期満了に伴う、竹田市農業委員会委員選挙が次のとおり行われます

告　示　日　７月３日㈰
投票日時　７月10日㈰　7:00 ～ 18:00　　開票日時　７月10日㈰　20:00 ～

開票場所　竹田市総合社会福祉センター
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策
対
急
緊
水
渇 渇水緊急対策事業の創設についてお知らせします

　昨年の夏以降、記録的な少雨が続き、農業用ダムやため池の貯水率が低下し、畑作物を

はじめ水稲等への影響が懸念されることから、渇水対策事業を実施する地域に対し、緊急

的に助成措置を講じます。

１　事業主体　土地改良区、農業協同組合、農家（共同施行）

２　補助対象事業及び補助率

詳しくは、下記までお問い合せください。

　竹田市農林整備課基盤整備係　☎63-4806　　荻支所産業建設課　☎68-2216
　久住支所産業建設課　☎76-1115　　直入支所産業建設課　☎75-2218

●対象地域：対象は平成23年４月１日から同年６月30日までの間に渇水対策を行った
　　　　　　地域で、下記のいずれかに該当する地域
　　　　　　イ）水田、畑、椎茸ホダ場及び家畜の飲雑用水に係るもの。
　　　　　　ロ）果樹園に係るもの

事業実施主体 補　助　対　象　経　費 補助率

・土地改良区

・農業協同組合

・共同施行者

1 水路の掘削、河床の掘削、

井戸（ボーリング含む）の

掘削、動力線の架設、揚水

機場、貯水タンクの設置及

びその他の用水確保のため

の工事に必要な経費。

２　揚水機、貯水タンク及び

揚水機の付属部品、その他

用水確保に必要な機械及び

器具の購入及び貸借等、並

びに給水車の貸借等に必要

な経費。

事業実施主体が、団地ごとに左

記１、２の事業を実施するのに

要する経費が５万円以上の場合

１／２

※注）　補助条件にある『団地』とは、用水系統を同じくする農地または連続した農地のことをいう
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の すすめ 「知産知消」とは、知人
が生産したものを、遠く
の知人を介して消費の輪
を広めていくことです。

知産知消
花水月発　竹田の観光関連情報

新たなパッケージ事業を厚生労働省が採択！
　厚生労働省は、５月13日、雇用情勢の厳しい地域の雇用創出支援事業として地域雇用創造推進事業（パッケージ事業）
などの平成23年度第１次採択地域を発表しました。竹田市経済活性化促進協議会（市・商工会議所・商工会で組織）が提
出した構想書「生き活き興起雇用創出大作戦！」が全国20団体の１つとして認定を受け、７月からの事業スタートとな
ります。　
　平成19年10月から実施した前回の事業「食育ツーリズム雇用創出大作戦」は豊かな地域資源を活かしたツーリズム

（観光分野）と食育（食づくり）を視野に入れた農産加工品開発等による雇用（起業、創業を含む）の創出を目指したもの
で、「実現事業」と共にその取り組みや成果が高い評価を受けました。今回の事業概要は次の通りです。

地域雇用創造推進事業（パッケージ事業）

生き活き興起雇用創出大作戦！
　竹田市は、75歳以上の人口比率が全国の市で１位となるなど高齢化に伴う地域力低下への対応を課題に、健康教
育事業等に取り組んでいますが、健康づくりのプログラムを安全かつ適切に指導できる人材や、地域ごとにきめ細か
に地域福祉や介護支援サービスを行う中間組織立ち上げに必要な人材、市のバイオマスタウン構想に基づくグリーン
ジョブを創出できる人材を育成するセミナー等を実施することにより、関連分野における雇用機会の拡大を目指すも
のであります。

雇用創出者数：205人（25年度までの累計）　３年間の事業費　総額122,268,000円

【主な事業内容】 
□　雇用拡大メニュー（事業主向け）
　・温泉や食育、自然等地域資源を活かした健康づくりに必要なノウハウ等の習得を支援するセミナー　 
　・地域のニーズに合った地域福祉・介護支援サービスを行う中間組織の運営に必要なノウハウ等の習得を支援するセミナー 
　・バイオマスによる産業育成に必要なノウハウ等の習得を支援するセミナー 

□　人材育成メニュー（求職者向け） 
　・温泉を活かした療養保養のシステムに必要とされる温泉入浴や食育セラピー、自然セラピー等のインストラクターを養成するセ

ミナー　 
　・地域のニーズに合った地域福祉・介護支援サービスを行う中間組織の立ち上げ等に必要な人材及びこれらの人材の活躍の場や連

携の強化を担う中核的人材の養成セミナー
　・廃食用油、竹資源、新エネルギー等を活用した新分野産業を育成するため、バイオマス等の知識を習得するセミナー　 

□　就職促進メニュー
　・地域求職者への求人等情報の提供及びUJIターン希望者への就職相談、合同企業面接会の開催等 

７月号以降、事業の詳細をお知らせします。
●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会（竹田温泉花水月内）☎ 62-2122　URL  http://www.taketa-syokuiku.org/

カボスやピーマンの
入荷が始まりました！
　竹田の特産品、その代表格のハウスカボスの
入荷が始まりました。露地ものが出回る迄の間、
その貴重な味覚をお試しください。また、夏野
菜のピーマンも店頭に顔を見せ始めました。
　店先（竹田道の駅）では、様々な花に混じって、
ナスなど野菜の苗も所狭しと並び色彩も豊かに
皆様をお迎えしています。
●お問い合せ　農村商社わかば　☎ 66-3553

生
産
者
！

  

あ
な
た
が
主
役

週 1 回友だちとワイワイやってます

　平成６年「せせらぎ会」として会員登録、今は日曜日のみ、鶏めしのお
にぎりを限定販売しています。近所の女性と 2 人で、土曜日の夜から翌日
にかけ、ワイワイがやがやとおしゃべりを楽しみながらの作業です。農作
業の合い間を縫っての作業ですが、ストレス解消にも役立っていますね。

佐藤千津さん（熊地・55歳）

←
新鮮な
カボスがお待ち！

農村商社わかば
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荻
小
学
校

  

た
く
さ
ん
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
校

舎
、
反
対
側
が
が
か
す
ん
で
見
え
る

ほ
ど
の
広
々
と
し
た
校
庭
、
児
童
は

こ
の
豊
か
な
環
境
の
中
で
伸
び
伸
び

と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
全
校
児
童
は
１
１
５
名

で
す
。
そ
の
２
／
３
は
女
子
が
占
め

て
い
ま
す
。
男
子
も
元
気
が
い
い
の

で
す
が
、
多
数
の
女
子
に
た
じ
た
じ

に
な
っ
て
い
る
場
面
を
多
く
見
か
け

ま
す
。

　
荻
小
学
校
は
、
学
校
教
育
に
対
す

る
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
や

支
援
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
作
体
験
、
野
菜
作
り
、
裁
縫
指
導・

書
写
指
導
、
大
谷
ダ
ム
の
見
学
な
ど

の
べ
百
名
以
上
の
方
々
が
、
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
指
導
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

児
童
は
熟
練
し
た
本
物
の
技
を
教
え

て
い
た
だ
く
中
で
、
貴
重
な
経
験
と

感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
児

童
生
徒
の
登
校
時
の
安
全
確
保
の
た

め
に
「
ま
も
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が

あ
り
、
安
全
指
導
や
挨
拶
等
の
声
か

け
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
で
は
「
た
て
わ
り
班

活
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
昔
は
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
帰
る
と
必

ず
異
年
齢
で
遊
ん
で
い
た
も
の
で
す
。

そ
の
中
で
良
く
も
悪
く
も
年
長
者
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
し
た
。

兄
弟
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
、

小
さ
い
子
へ
の
優
し
さ
や
時
に
は
我

慢
す
る
こ
と
も
身
に
つ
け
た
も
の
で

す
。
年
少
者
は
年
齢
に
応
じ
た
人
間

関
係
を
学
び
ま
し
た
。
昔
の
集
団
の

よ
さ
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
た
も

の
が
「
た
て
わ
り
班
活
動
」
で
す
。

　
荻
小
学
校
の
「
た
て
わ
り
班
活
動
」

は
、
清
掃
・
遊
び
・
集
会
な
ど
、
学

校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
異
年

齢
の
集
団
で
活
動
を
共
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
１
年
間
と
い

う
長
い
期
間
で
、
同
じ
た
て
わ
り
班

の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
過
ご
し
、
優
し

さ
や
規
律
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
一
年
間
を
共
に
す
る
大
切
な
異
年

齢
の
活
動
は
、
荻
小
学
校
の
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
荻
町
は
上
浦
町
と
姉

妹
町
に
な
っ
て
い
て
、
様
々
な
交
流

を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
や
荻
支
所

の
皆
さ
ん
が
主
体
に
な
っ
て
、
本
校

児
童
も
上
浦
町
の
東
雲
小
学
校
の
児

童
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
荻
町
で

東
雲
小
学
校
の
児
童
を
迎
え
て
の
田

植
え
と
稲
刈
り
、
そ
し
て
、
上
浦
町

で
餅
つ
き
、
そ
し
て
、
豊
後
二
見
ヶ

浦
の
夫
婦
岩
に
か
か
る
「
し
め
縄
づ

く
り
」
を
し
ま
す
。
し
め
縄
を
飾
る

風
景
は
、
年
末
に
テ
レ
ビ
で
よ
く
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
交
流
を
深
め
、
見
聞

を
広
め
て
い
ま
す
。   

（
甲
斐
康
宏
）

人
々
と
の
「
つ
な
が
り
」
に
支
え
ら
れ
て

　

野
原
彛
夫
は
、
明
治
13
年

（
１
８
８
０
）直
入
郡
竹
田
町（
現

竹
田
市
）で
生
ま
れ
ま
し
た
。
瀧

廉
太
郎
と
同
級
で
、
小
学
校
時
代

を
竹
田
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
人
は
前
後
し
て
上
京
し
、

瀧
廉
太
郎
は
音
楽
学
校
で
、
野
原

彛
夫
は
東
京
正
規
英
語
学
校
で
学

び
ま
し
た
。

　
代
々
医
業
の
家
庭
で
育
ち
、
父

親
も
医
師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
医
学

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
化
学
実

験
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
、
高
等
学

校
第
二
部
理
科
か
ら
京
都
帝
国
大

学（
現
京
都
大
学
）理
工
科
大
学
純

正
化
学
科
に
進
み
ま
し
た
。
同
大

学
で
研
究
を
続
け
、
明
治
41
年

（
１
９
０
８
）に
農
商
務
省
工
業
試

験
所
の
第
五
部
電
気
化
学
部
に
就

職
し
ま
し
た
。
当
時
、
ソ
ー
ダ
の

原
料
と
な
る
食
塩
は
、
輸
入
か
品

質
の
劣
る
高
価
な
国
内
塩
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
製
塩

法
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
続
け
な

が
ら
、
効
率
よ
く
ソ
ー
ダ
を
つ
く

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
妙
案
は
な
い
も
の
か
と
、
大
学

で
電
気
化
学
実
験
を
重
ね
て
い
る

う
ち
、
カ
ス
ト
ナ
式
汞
法
に
よ
る

食
塩
電
解
か
ら
苛
性
ソ
ー
ダ
と
塩

素
ガ
ス
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。
次
い
で
、
脱
汞
さ
せ
水

素
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
の
実
績
を

あ
げ
、
や
が
て
汞
法
に
よ
る
食
塩

電
解
の
権
威
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
輸
入

が
減
少
す
る
と
、
食
塩
電
解
の
応

用
に
よ
る
爆
薬
製
造
の
技
法
を
取

得
す
る
た
め
、
ス
エ
ー
デ
ン
に
渡

り
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

大
正
９
年（
１
９
２
０
）に
は
、

爆
薬
製
造
の
日
本
カ
ー
リ
ッ
ト
を

立
上
げ
、
浅
野
カ
ー
リ
ッ
ト
が
設

立
さ
れ
る
と
取
締
役
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
化
学
実
験
に
よ

る
功
績
は
、
産
業
振
興
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

本
田　
耕
一

汞
＝
水
銀

カ
ー
リ
ッ
ト
＝
過
塩
素
酸
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
爆
薬

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
）

汞
こうほう

法による食塩電解の権威　野
の

原
はら

彛
つね

夫
お

69

↑野原彛夫

↑たてわり班で長縄を楽しむ様子

↑土地改良区の職員の方のお世話で
　｢大谷ダム」の見学をしました。

↑東雲小との田植え交流の様子
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今
月
の〔
食
育
〕レ
シ
ピ

新じゃがのポテトスープ

【作り方】
１．野菜・ベーコンを切る。
２．鍋にバターを入れ、ベーコンをカリカリに炒める。
　　人参・タマネギがしんなりするまで炒める。
３．ジャガイモを少し炒め、ブイヨンを入れ 20 分程度煮る。
４．柔らかくなったら、ハンデイーブレンダーでピューレにする。
　　（泡だて器のようなもので鍋が傷つかないように混ぜる）
５．生クリーム、ブロッコリーを入れ、味を整えパセリをちらす。
＊新じゃが、新たまねぎはすぐにやわらかくなります。ピューレにする場

合はすこし大きめの鍋を使用してください。

〈今月の食材〉じゃがいも

〈材料〉４人分
新ジャガイモ（さいころ切り）　 中３個
人参（さいころ切り）　1/4本
新タマネギ(さいころ切り）　中1/2個
ブロッコリー（１口大に切る）　1/2株
ベーコン（短冊切り）　　　　   １枚
パセリ（みじん切り）　　　　   少々
生クリーム　　　　　　　　   100㏄
ブイヨン　　　　　　　　　   500㏄
塩・こしょう　　　　 　　　    少々
バター　　　　　　　　　　   10g

　このポテトスープは以前竹田市の国際交流員でドイツ人のゼ
ンケさんからお聞きしたものです。学校給食用にすこしかえて
出しました。じゃがいものでんぷんが程良いとろみをつけてく
れます。この時期はじゃがいもとたまねぎが出始めでみずみず
しく甘みが多いですので、煮物にするとくずれやすいのですが
蒸したり、スープにすると野菜の旨みをあじわえます。また、
ジャガイモにはみかんと同じ量のビタミンＣが含まれていま
す。いものビタミンＣは熱に壊れにくいのでスープやサラダ、
煮物などいろいろな料理に使ってください。

　
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い「
食
」。

　
「
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
る
の
？
」「
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
っ

て
ど
ん
な
食
事
？
」
…
食
べ
て
い
る

も
の
や
食
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
機
会
に「
食
」に
つ
い
て
さ
ら

に
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
て
、
食
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

★
竹
田
市
食
育
推
進
委
員
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た

目
的
…
５
カ
年
計
画
で
あ
る
、
竹
田

市
食
育
推
進
計
画「
食
で
い
き
い

き
竹
田（
た
け
た
ん
）プ
ラ
ン
」に

沿
っ
た
総
合
的
な
食
育
の
推
進
を

図
る

委
員
…
食
に
関
わ
る
健
康
増
進・農・

商・加
工・観
光・教
育・環
境
分
野

の
代
表
16
名
と
食
育
推
進
庁
内
連

絡
会
議
の
メ
ン
バ
ー

任
期
…
２
年

　
会
議
は
年
２
回
開
催
予
定
。
第
１

回
目
は
大
切
な
食
を
次
世
代
に
伝
え

る
必
要
性
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
食
育
の
活
動
に
つ
い
て
は
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

★
大
分
県
で
は
第
２
期
食
育
推
進

計
画
〜
〝
う
ま
い・
楽
し
い・
元
気
な

大
分
〟を
目
指
し
て
〜
が
策
定
さ
れ
、

さ
ら
に
食
育
を
推
進
す
る
体
制
が

整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
会
話
は
も
う
ひ
と
つ
の

「
お
か
ず
」、
心
と
体
を
育
む
家
庭
の

食
卓
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
高
温
多
湿
と
な
る
夏
場
は
、
細
菌

を
原
因
と
す
る
食
中
毒
が
最
も
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。
特
に
肉
の
生

食
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
と
り
わ
さ
、
レ
バ
刺
し
、
ユ
ッ
ケ

な
ど
に
よ
る
食
中
毒
の
原
因
菌
で

あ
る「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
」や「
腸

管
出
血
性
大
腸
菌（
Ｏ
１
１
１
、 

Ｏ

１
５
７
な
ど
）」は
、
少
量
の
菌
で
食

中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
毒
素
を

つ
く
り
重
症
化
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
新
鮮
で
あ
っ
て
も
、
菌
が
付

い
て
い
る
食
肉
を
生
や
半
生
で
食
べ

れ
ば
、
大
人
も
子
ど
も
も
食
中
毒
に

な
る
可
能
性
は
高
い
の
で
す
。
と
り

わ
け
、
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高

齢
者
は
食
中
毒
症
状
が
重
症
化
し
や

す
く
、
後
遺
症
が
出
た
り
死
に
至
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
、
中
心
部

温
度
75
度
１
分
以
上
の
加
熱
で
死
滅

し
ま
す
が
、
ひ
き
肉
か
ら
つ
く
る
ハ

ン
バ
ー
グ
な
ど
は
、
内
部
ま
で
菌
が

入
り
込
み
や
す
く
、
よ
り
加
熱
に
注

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
肉
や
魚
の

調
理
に
使
っ
た
ま
な
板
や
包
丁
、
人

間
の
手
が
媒
介
と
な
っ
て
、
野
菜
な

ど
生
で
食
べ
る
食
材
に
菌
が
付
着
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
調
理

器
具
は
熱
湯
で
消
毒
、
手
は
洗
剤
で

洗
っ
て
か
ら
他
の
食
材
を
調
理
す
る

な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

今
こ
そ
、
食
生
活
を
見
直
す
と
き

食中毒予防の３原則

細菌をつけない！
（洗う・分ける・包む）

細菌をふやさない！
（冷凍・冷蔵・室温で長
く放置しない）
細菌をやっつける！

（中心まで加熱・調理器
具の殺菌）

６月は「食育月間」毎月 19 日は「食育の日」
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２　
　
　
　

竹
田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン

６　
　
　
　

～
竹
田
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
～ 

城
下
町
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

12　
　
　
　

シ
リ
ー
ズ
・
ま
ち
づ
く
り
の
胎
動
が
聞
こ
え
始
め
た
第
１
弾

　
　
　
　
　
（
特
別
対
談
・
菅
原
正
義
岩
手
県
平
泉
町
長
×
首
藤
勝
次
市
長
）

14　
　
　
　

平
成
22
年
度
の
下
半
期
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

16 　
　
　
　

市
長
コ
ラ
ム
23
『
有
由
有
縁
』

  

【
別
冊 

た
け
た
ん
情
報
】  

竹
田
市
の
こ
よ
み

17
～
30　
　

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｎ  

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

今
月
の
ひ
と
（
藤
島
純
高
）
／
竹

田
雑
感
／
ま
ち
の
話
題
／
久
住
高
原
観
光
新
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

Ｋ
Ｋ
Ｐ
宣
言
／
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
／
第
１
回

竹
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
ほ
か
／
竹
田
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
／
渇
水
対
策
事
業
の
創
設
に
つ
い
て
／
国
際
カ
ル
チ
ャ
ー
・

ポ
プ
リ
／
知
産
知
消
の
す
す
め
／
ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
学

び
舎
（
荻
小
学
校
）
／
ま
る
ご
と
博
物
館
／
保
健
だ
よ
り
／
食
育

レ
シ
ピ
／
図
書
館
情
報
／
誕
生
お
め
で
と
う
／
プ
ク
サ
ン

31　
　
　
　

ふ
る
さ
と
風
韻
（
西
み
ほ
）

32　
　
　
　

郷
土
の
植
物
／
す
く
す
く
１
歳
／
行
っ
て
み
た
い
！
た
け
た
百
景

■竹田市立図書館
  TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
  TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
  TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
６月の
お知らせ

６　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

※カレンダー中の白抜きの日が
休館日です。

日時　６月22日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊ご案内
〔一般の本〕
・いねむり先生　　　　　　　　　　　　伊集院　　　静
・ふがいない僕は空を見た　　　　　　　窪　　　　美澄
・老いのかたち　　　　　　　　　　　　黒　井　千　次
・原発のどこが危険か　　　　　　　　　桜　井　　　淳
・野菜ガーデニング決定版　　　　　　　板木　利隆　他
・アラマタ人物伝　　　　　　　　　　　荒　俣　　　宏
〔子どもの本〕
・ペンギン図鑑　　　　　　　　　　　　上　田　一　生
・創竜伝　１巻４巻　　　　　　　　　　田　中　芳　樹
・よかったなあ、かあちゃん　　　　　　伊　東　秀　男
・糸に染まる季節　　　　　　　　　　　大　西　暢　夫

ほか30冊ほど購入しました。

日時　６月15日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「やわらかなレタス」
江國 香織（文藝春秋）

　やさしい気持ちにな
りたい時に読んでみま
せんか！食べ物をめぐ
る言葉と小説、そして
旅。日々の生活の中で、
みずみずしい感性が感
じられる素敵な一冊で
す。

「もしも日本人がみんな米つぶだったら」
山口 タオ（講談社）

今
月
の
読
み
聞
か
せ

誕
生
お
め
で
と
う

４
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

も  

く  

じ    

◇◇          

６
月
号

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

　お米の国からやって来た「米
とのさま」が〝秘伝　米つぶ換
算術〟を伝えてくれました。お
茶わん一杯のごはんは、4000
つぶもあるんだって！ 小さな
１つぶの人間……。それがぼ
く。 日 本 人 が み ん な 米 つ ぶ
だったらいったい……？？？

日時　６月28日㈫
　　　10:30～11:30
場所　荻福祉健康
　　　エリア

荻わいわい広場
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竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

～
神
社
の
長
い
石
の
階
段
を
ス
テ
ー

ジ
に
み
た
て
て
歌
い
な
が
ら
遊
ん
で

い
ま
し
た
～

　

私
の
記
念
す
べ
き
フ
ァ
ー
ス
ト

ア
ル
バ
ム「
テ
ン
ダ
リ
ー
」に
添
え
た

挨
拶
文
に
書
い
た
こ
の
文
章
は
、
幼

い
頃
か
ら
遊
ん
で
い
た
広
瀬
神
社
で

の
思
い
出
で
す
。
長
い
長
い
階
段
を

登
っ
て
い
く
と
竹
田
の
町
や
山
並
み

を
一
望
出
来
る
、
素
敵
な
場
所
で
す
。

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
多
く
の
ス
テ
ー
ジ

で
歌
を
う
た
い
続
け
る
な
か
、
私
の

体
の
中
か
ら
出
て
い
く
声
と
と
も
に

溢
れ
て
く
る
の
は
、
喩
え
よ
う
の
な

い
想
い
で
す
。
こ
の
想
い
は
何
処
か

ら
く
る
の
だ
ろ
う
…
。
時
々
、
山
に

出
か
け
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
と
、

体
中
の
細
胞
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く

よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
四
季

折
々
の
風
景
、
そ
よ
ぐ
風
、
雨
、
そ

し
て
季
節
の
香
り
。
そ
れ
ら
を
感
じ

ら
れ
た
時
、
ふ
と
子
供
の
頃
に
戻
っ

た
か
の
よ
う
に
山
の
中
で
自
然
に
歌

を
口
ず
さ
む
自
分
に
出
会
え
、
最
高

に
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
そ
う
、

神
社
の
階
段
で
歌
っ
て
い
た
時
の
よ

う
に
。

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
続
け
る
都

会
で
の
生
活
は
、
本
来
人
が
持
っ
て

い
る
感
性
を
鈍
く
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
、
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

懐
か
し
い
日
本
の
う
た
を
歌
詞
を
か

み
し
め
て
歌
う
時
、
夕
焼
け
を
唄
っ

た
も
の
で
あ
れ
ば
夕
焼
け
が
、
朧
に

霞
ん
だ
月
を
唄
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば

霞
み
が
か
っ
た
月
が
よ
み
が
え
り
、

そ
れ
ら
は
全
て
竹
田
の
美
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
お
か
げ
だ
と
い

つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
歌
っ
て
い
ま

す
。
あ
の
ね
、
土
の
上
を
歩
く
と
気

持
ち
い
い
よ
、
と
自
宅
で
開
い
て
い

る
ヴ
ォ
ー
カ
ル
教
室
で
都
会
っ
子
の

生
徒
さ
ん
に
伝
え
る
と
、「
そ
う
で

す
か
？
？
や
っ
て
み
ま
す
！
」と
最

初
は
半
信
半
疑
で
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
初
め
た
も
の
の
、
今
で
は
す
っ

か
り
ス
ニ
ー
カ
ー
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
生
徒
さ

ん
。「
自
然
の
中
に
行
っ
て
ど
う
や
っ

て
過
ご
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な

い
で
す
。」と
い
う
方
に
は
、
ゆ
っ
く

り
空
を
見
上
げ
て
深
呼
吸
し
て
何
か

好
き
な
曲
を
鼻
歌
で
も
い
い
か
ら

歌
っ
て
み
て
ね
。
そ
ん
な
会
話
も
あ

り
、
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

の
仕
事
も
や
り
が
い
の
あ
る
大
切
な

時
間
で
す
。

　
竹
田
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
か
ら
岡
城

阯
に
抜
け
る
秘
密
の
抜
け
道
。
竹
田

図
書
館
へ
通
じ
る
坂
道
。
ち
ょ
っ
と

こ
わ
か
っ
た
ト
ン
ネ
ル
。
ア
メ
ン
ボ

が
い
る
川
の
畔
。
突
然
樹
の
上
か
ら

落
ち
て
く
る
ケ
ム
シ・・。ま
る
で「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」の
世
界
の
よ
う
で
、

今
思
い
出
し
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
故
郷
で
育

ま
れ
た
感
性
を
大
切
に
し
つ
つ
、「
あ

～
、
今
日
来
て
良
か
っ
た
」と
お
客

様
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
歌
い
手
で

あ
り
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。「
私

は
九
州
は
大
分
県
竹
田
市
の
出
身
で

す
。
荒
城
の
月
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

城
跡
が
あ
っ
て
…
」と
、必
ず
ス
テ
ー

ジ
で
お
客
様
に
お
伝
え
し
ま
す
。
美

し
い
故
郷
を
歌
と
と
も
に
語
れ
る
幸

せ
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
歌
を
通
し

て
多
く
の
方
と〔
ほ
っ
と
楽
し
い
時

間
〕を
作
り
続
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

竹
田
の
自
然
を
お
も
い
な
が
ら

ソプラノヴォーカリスト　西
にし

　みほ
略　歴
1962年　竹田市生まれ。山本屋種苗店に生まれ育つ。竹田小
学校　竹田中学校　竹田高等学校卒業。
武蔵野音楽大学　同大学院修了。「童謡の日」記念コンサート
にてボニージャックスらとのステージでデビュー。NHK名古
屋主催のオーディションで声楽部門、最優秀賞受賞。NHK「さ
らさらサラダ」に出演等メディアでも活動している。日本の
歌、クラシック、ジャズスタンダード等ジャンルレスで歌手
活動を続け、２００６年にアルバム「テンダリー」をリリース。
音楽教室「ハウスムジーク」主宰。名古屋市在住。
西みほ公式ホーム  http://www.smilemipon.com
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分
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竹
田

市
大

字
会

々
1650  ☎

63-1043  ■
印

刷
／

い
づ

み
印

刷
今

回
の

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

再
生

紙
の

入
手

が
困

難
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
了

承
下

さ
い

。

　

標
高
の
高
い
日
当
た
り
の
い
い

草
地
や
疎そ

林り
ん
な
い内
に
生
育
す
る
高
さ

15
㌢
ほ
ど
の
常じ
ょ
う

緑り
ょ
く

の
多
年
草
で
す
。

し
ば
し
ば
小し
ょ
う

群ぐ
ん
ら
く落
（
あ
る
環
境
内

に
生
育
し
て
い
る
植
物
集
団
の
こ

と
）
を
つ
く
り
ま
す
。

　

厚
い
革か

く
し
つ質
で
表
面
に
光こ
う
た
く沢
の
あ

る
葉
は
根こ
ん
せ
い
よ
う

生
葉
ば
か
り
が
互
生
し
、

長
い
柄え

が
あ
り
、
葉
の
形
は
ほ
ぼ

円
形
で
長
さ
が
６
㌢
、
幅
が
５
㌢

ほ
ど
で
、
ふ
ち
に
低
い
鋸き
ょ

歯し

が
あ

り
ま
す
。
冬
期
の
葉
の
色
は
暗
赤

色
に
紅こ
う
よ
う葉

し
て
い
ま
す
。

　

初
夏
の
頃
、
高
さ
15
㌢
ほ
ど
の

赤
い
花か

茎け
い

を
直
立
さ
せ
、
先
端
部

に
径
２
㌢
ほ
ど
の
淡
紅
色
の
５
裂

す
る
筒つ
つ

状じ
ょ
う

の
合ご
う

弁べ
ん

花か

を
５
個
内
外

咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
の
先
は
レ
ー

ス
状
に
細
か
く
裂さ

け
、
中
を
の
ぞ

く
と
５
個
の
白
黄
色
の
雄お

し
べ
が

目
立
ち
ま
す
。

　

よ
く
山
の
山
頂
帯
の
岩
場
に
生

育
し
、
葉
が
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い

る
の
で
岩イ

ワ

鏡カ
ガ
ミ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
の
山

頂
部
一
帯
や
祖
母
山
系
の
縦
走
路

沿
い
の
岩が
ん

角か
く

地ち

な
ど
風
の
強
い
風ふ
う

衝し
ょ
う
ち地
に
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
や
コ
ケ
モ

モ
と
共
生
し
て
い
る
の
が
観
察
さ

れ
ま
す
。
大
分
県
の
絶ぜ
つ
め
つ
き
ぐ
し
ゅ

滅
危
惧
種
。

花
期
は
５
月
か
ら
６
月
で
す
。

郷土の植物 （268）

阿孫  久見
第75回

イワカガミ（イワウメ科）

人口のうごき

平成22年６月生まれ 誕生日　親
（自治会）

（平成23年４月30日現在）

　　　　　　　　　（前月比）
人　口　25,068　人（－45人）
男　性　11,662　人（－ 5人）
女　性　13,406　人（－40人）
世帯数　10,558世帯（－32世帯）

住民基本台帳登録

表紙・デザイン　竹蔵 TAKEGURA
平成23年７月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！問秘書広報係 ☎63-1043

　樹齢40年、幹回り60㌢、樹高約
15㍍、花の房の長さは長い部分で
約１㍍近く、杉の木に登っていま
す。今年は杉の木のてっぺんまで
行き、木全体にフジの花が付きま
した。今年は春先の寒と小雨で例
年より１週間から10日程遅くなり
ました。裏のバイパスを走るドラ
イバーや近所の人達も見物に訪れ
ました。（5.14撮影）

阿南則生（荻町叶野）さんの投稿より

行
っ
て
み
た
い
！
た
け
た
百
景
『
昇
り
フ
ジ
？
』
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竹田の話題がまるごと観れるのはＴＣＴだけ!!

〇第42回竹田高等学校器楽部
　定期演奏会

放送日 ６月11日、18日、25日、７月２日
土曜日　17:00～

　５月４日に行われました、竹田高校器楽部の定期演奏
会の模様をお届けします。 会場を楽しませてくれた様々
な演出。数々の賞を受賞している、器楽部のみなさんの
すばらしい演奏をご覧ください。

〇城下町再生フォーラム
放送日 〔第１部〕６月12日、19日、26日、７月３日  日曜日14:00 ～
放送日 〔第２部〕６月12日、19日、26日、７月３日  日曜日17:00 ～
　５月21日に行われました、城下町再生フォーラムの模
様を第１部、２部に分けてお届けします。フォーラムで
は、東京大学景観研究室の中井祐教授、大学院生による
城下町調査研究の成果報告が行われました。また、新潟
県村上市の市民運動リーダーである吉川真嗣さんご夫婦
を迎え、講演会も行われました。

たけたケーブルテレビ

❶

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

アナログテレビ放送は、
７月24日に終了します！
地上デジタル放送（地デジ）への準備はお済ですか？
地デジを見るために、今一度以下のことをご確認ください！

今すぐ
チェックを！

※あてはまる答えを選び、
　矢印の方向に進んでください

地上デジタル放送（地デジ）が視聴できますか

地デジを視聴している

新たに対応する必要はありません

地デジはまだ視聴していない

竹田ケーブルテレビに加入していますか

加入している 加入していない

地デジ対応テレビの購入または地デ
ジチューナの購入が必要です。
但しケーブルテレビでは、2015年
３月末までアナログテレビで視聴す
ることが可能です。

地デジ電波が受信できますか
（UHFアンテナが必要です。）

受信できる 受信できない
または

わからない

１戸建ての方 集合住宅の方

地デジ対応テレビの購入または
地デジチューナの購入が

必要です

大家さんまたは
管理会社へ

ご相談ください

地上デジタル放送を受信する
ための対策が必要です

デジサポへご相談ください。
0570-07-0101

⇒地デジの受信相談は、デジサポへ
　（ナビダイヤル 0570-07-0101、TEL 097-515-8300）
⇒非課税世帯に対しては、無償チューナーの
　配布制度があります
　総務省地デジチューナー支援実施センターに
　ご相談ください。
　（ナビダイヤル 0570-033840、TEL 044-969-5425）

◇◇たけた市民チャンネル６月特番情報

※都合により番組内容が一部変更する場合があります。
●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター  ☎76-1415
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 2011 6
第59回くじゅう山開き
☆山頂祭
期　日　６月５日㈰    場 所  久住山山頂
内　容　①登山者の安全祈願　　10:00 ～（久住山山頂）
　　　　②記念ペナントの配布　安全祈願終了後
　　　　　　　　　　　　　　　（山頂付近数か所）

※雨天の場合
１．小雨決行
２．中止決定時刻　5:30に協議のうえ決定
３．山頂祭中止の場合のペナント配布 8:00 ～

　　〔竹田市側〕赤川登山口、沢水（本山）登山口予定
　　〔九重町側〕長者原登山口、牧ノ戸登山口予定
　　その他山頂付近でも配布は行います。
●お問い合せ　久住支所産業建設課　☎76-1115

（当日、雨天の場合は久住支所☎76-1111まで）

　旅行作家の野口冬人さんが４月７
日、竹田市を訪れ、久住登山の素晴
らしさなどを語ってくれました。
　市民のみなさんもさわかやな登山
シーズンを満喫しませんか。

　　

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
  　　　　  は開館）
○常設展　田能村竹田生誕記念展　
　４月29日㈮〜６月24日㈮　（２階展示室Ｂ）
　田能村竹田の誕生日６月10日に合わせて、竹田初期
の画業や素顔を「河豚図」・「茂林雨後図」や竹田の自筆
書状を中心に紹介します。
　
○常設展　『おもしろ南画展（仮）』
　６月25日㈯〜 8月21日㈰　（２階展示室Ｂ）

※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝
日の翌日です。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　  は開館）
○『佐藤昭次開窯20周年記念作品展』
　５月31日㈫午後〜６月12日㈰　
　花瓶など陶芸作品および型染等賛助作品、約50点展
示。　　　　　　　　　　　 　（佐藤昭次　☎63-1317）

○『やまびこサークル絵手紙展』　　
　６月15日㈬〜６月26日㈰　
　やまびこサークル会員50名の絵手紙80点を展示。

（やまびこ塾 （瀬井豊子）　☎63-2510）
　　　　　　　　　　　　　
○『竹

たけぐら

蔵写真〔水〕展』　
　６月28日㈫午後〜７月10日㈰　
　竹田で活動し、写真をこよなく愛する団体『竹蔵』の
写真展。『水』をテーマにしたオレ流写真40点を展示。

　（竹蔵　☎090-7535-4352）
※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝

日の翌日です。
※６月14日㈫は展示替えのために臨時休館します。
※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接

お電話してください。

月　間
６月１日㈬〜７日㈫は、水道週間
　竹田市上水道事業では、「蛇口から　あふれるぼくら
の夢・未来」をスローガンに、竹田市管工事協同組合の
協賛により、給水設備の点検活動を行います。
　 健康に直接影響する水道水の水質基準は年々厳しく
なっていますが、水道課では安全な水の供給に努めてい
ます。貯水槽を使用して各戸に給水している場合はタン
クの清掃や定期的な水質検査等、適正な管理を行ってく
ださい。
　なお、毎月1日から10日の間、水道メーターの検針を
行っています。量水器の上に物を置いたり、犬の放し飼
いをしないように、検針業務にご協力をお願いします。
　また、水道料金のお支払いは便利な口座振替をご利用
ください。
●お問い合せ　竹田市水道課　☎63-1046

平成23年危険物安全週間

危険物無事故のゴールは譲れない！
目　　的　危険物の保安に対する意識の高揚及び啓発を

推進することにより、各事業所における自主
保安体制の確立を図ります。

期　　間　６月５日㈰から６月11日㈯
実施方針　竹田市内の危険物施設に対し、消防署が立入

検査を実施します。
実施の重点　・危険物施設のおける保安体制の整備促進
　　　　　・危険物に関する知識の啓発普及
　　　　　・危険物保安功労者の表彰

●お問い合せ　竹田市消防本部　警防課危険物係
　　　　　　　☎63-0119

野口冬人さん→
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国民健康保険
入院の前に「限度額適用認定証」はお持ちですか

70歳未満の方
　１か月の医療費が高額になったときは、申請により自
己負担限度額を超えた分があとから高額療養費として支
給されますが、入院の際、あらかじめ、「限度額適用認
定証」を医療機関の窓口に提示すると、医療費の支払い
が自己負担限度額までになります。
　また、市民税非課税世帯の人は、入院時の食事代も減
額されます。入院する場合は、忘れずに「限度額適用認
定証」の交付申請をしてください。

○限度額適用認定証の自己負担限度額
認定証
の表示 所得区分 自己負担限度額

（月額）

Ａ

上位所得者の世帯
（基礎控除後の総所得金
額が600万円を超える
世帯）

150,000円+（医療費
−500,000円）× １％
年４回目からは
83,400円

Ｂ 一般の世帯

80,100円+（医療費−
267,000円）× １％
年４回目からは
44,400円

Ｃ 市民税非課税世帯
35,400円
年４回目からは
24,600円

70歳以上の方
市民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減
額認定証（区分Ⅰ・区分Ⅱ）」を提示すると、窓口での
支払いがさらに減額されます。入院する場合は、忘れず
に「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付申請を
してください。

○限度額適用・標準負担額減額認定証の自己負担限度額
認定証
の表示 所得区分 自己負担限度額

（月額）

Ⅰ
市民税非課税世帯であって、
その世帯の所得が一定基準
以下の人

15,000円

Ⅱ 市民税非課税世帯 24,600円

申請方法
　保険証と印かんをご持参のうえ、保険課または各支所
いきいき市民課で申請をしてください。

認定証の有効期間
　認定証は、申請を行った月の初日より適用となります。
また、有効期限後も引き続き認定証が必要な場合は、再
度申請をしてください。
●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎63-1111（内線135・136・137）

年　金
〜厚生年金・国民年金を受給されているみなさまへ〜

年金の『振込通知書』を６月にお送りします
　『年金振込通知書』（はがき）は、金融機関などの口座
振込で年金を受給している方に対して、本年６月から翌
年４月までの偶数月にお支払いする年金額をまとめてお
知らせするものです。 
　なお、会社にお勤めされている場合などの理由により、
年金のお支払いが行われていない方には「年金振込通知
書」は送付されませんが「改定通知書」は送付されます。
※振込通知書は原則として年１回しかお送りしていませ

んので大切に保管ください。
※今年度の年金額は0.4パーセントの引き下げとなり

ます。
●お問い合せ　日本年金機構　大分年金事務所
　　　　　　　☎097-552-1211

年金相談
日　時　６月15日㈬ 10:00 ～ 15:00
場　所　高齢者いきいき交流センター 
※一部予約制になっています。年金事務所に直接電話を

して予約時間をお決めください。 
※当日の受付は可能ですが、お待ちいただく時間が長く

なる事は考えられます。８時30分から受付簿を準備
しておきます。 

●お問い合せ　日本年金機構　大分年金事務所 
　　　　　　　☎097-552-1211

環境衛生課
○犬の狂犬病の注射について
　４月・５月・６月は狂犬病予防注射期間です。
　飼い主の方は、年に１回この期間に予防注射を受けさ
せなければなりません。４月の集合注射を受けられな
かった方は、６月末までに近くの動物病院で受けてくだ
さい。

〇犬の登録について
　生後91日以上の犬を飼い始めたら30日以内に市役所
窓口（本庁・支所）で登録をして下さい。（登録費用3,000
円）犬の鑑札を交付します。

〇犬の転入・譲渡及び死亡について
　犬の飼い主で竹田市に転入された方や犬の譲渡をされ
た場合も本庁または支所に連絡ください。（１度登録し
た方は登録費用は要りません）
　また、飼い犬が死亡したときは速やかに本庁・支所に
連絡ください。

〇犬の放し飼い及び犬の糞について
　犬の放し飼いは「竹田市畜犬取締り条例」によって禁
止されています。夜間などに放し飼いにする方が見られ
ます。放し飼いはやめましょう。
　犬の散歩のときなどは、必ず掃除道具を持って犬の糞
を持ち帰るようにしましょう。

●お問い合せ　竹田市環境衛生課　☎63-4821
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荻
の

里
温

泉
休

館
日

7
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

8
㈬

・
５

歳
児

健
診

13
:0

0-
13

:2
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）　

・
Re

ad
y2

ch
at

英
会

話
〔

英
語

中
・

上
級

向
け

〕
19

:0
0-

21
:0

0
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
会

議
室

 ）
　

問
竹

田
市

商
工

観
光

課
　

☎
63

-4
80

7　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日

9
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

10
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13

:0
0-

15
:0

0（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
竹

田
市

文
化

財
課

（
☎

63
-4

81
8）

11
㈯

・『
郷

土
の

自
然

に
親

し
み

植
物

を
観

察
す

る
会

』〔
初

夏
の

大
戸

越
（

平
治

岳
の

鞍
部

）〕
竹

田
市

役
所

7:
00

集
合

※
1

・
豊

肥
子

牛
市

場
 9

:3
0-

12
:0

0　
・

童
謡

と
絵

本
の

会
10

:0
0-

11
:3

0（
佐

藤
義

美
記

念
館

〔
こ

の
こ

の
お

う
ち

〕）

12
㈰

・
豊

肥
子

牛
市

場
　

9:
30

-1
2:

00

13
㈪

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

休
館

日
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

14
㈫

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

休
館

日
　

 ・
竹

田
市

公
立

幼
稚

園
交

流
会

「
な

か
よ

し
幼

稚
園

パ
ー

ト
Ⅰ

」
9:

00
-1

1:
50

（
竹

田
小

学
校

）　
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

:3
0-

11
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）　
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

:3
0 

（
竹

田
古

町
会

場
）（

問
☎

 6
3-

33
46

）　
・

竹
田

市
農

業
委

員
会

委
員

選
挙

候
補

予
定

者
説

明
会

14
:0

0
〜

（
市

役
所

３
階

会
議

室
）

15
㈬

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

休
館

日
  ・

『
や

ま
び

こ
サ

ー
ク

ル
絵

手
紙

展
』

9:
00

-1
7:

00
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）
〜

6/
26

ま
で

   
・

行
政

相
談

〔
竹

田
地

域
〕

10
:0

0-
12

:0
0（

竹
田

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
相

談
室

）
・

行
政

相
談

〔
直

入
地

域
〕

10
:0

0-
12

:0
0（

直
入

支
所

相
談

室
）　

・
年

金
相

談
10

:0
0-

15
:0

0（
竹

田
市

高
齢

者
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー
）　

・
大

分
県

行
政

書
士

会
無

料
相

談
会

13
:0

0-
16

:0
0（

大
分

県
行

政
書

士
会

〔
大

分
市

〕）
問

09
7-

53
7-

70
89

　
・

お
は

な
し

ル
ー

ム
13

:2
0-

14
:0

0（
竹

田
幼

稚
園

）　
 ・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

:3
0（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日

16
㈭

・
行

政
相

談
〔

荻
地

域
〕

10
:0

0-
12

:0
0（

荻
支

所
１

階
厚

生
室

）
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で
（
小
河
晴
義
　
☎
62
–3
66
2、
太
田
正
一
　
☎
68
–2
48
0、
渡
辺
善
照
　
☎
77
–2
06
7、
斉
藤
義
昭
　
☎
75
–2
69
2）

竹
田
市
の
こ
よ
み
６

月20
11

年

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

　
農

地
に

係
る

各
種

申
請

受
付

の
締

め
切

り
は

、
毎

月
15

日
で

す
（

15
日

が
土

日
の

場
合

は
直

前
の

金
曜

が
締

切
日

と
な

り
ま

す
）

。
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
農

業
委

員
会

事
務

局
　

☎
63

-4
81

5 

※
1　

問
竹

田
市

歩
こ

う
会

　
☎

09
74

-6
2-

25
01

（
山

本
）

※
2　

問
竹

田
創

生
館

　
☎

62
-4

10
0

休
館

の
お

し
ら

せ
■

国
民

宿
舎

「
直

入
荘

」
か

ら
お

知
ら

せ
 

　
6月

22
日

㈬
〜

23
日

㈭
ま

で
 メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

た
め

臨
時

休
館

い
た

し
ま

す
。

 
　

24
日

㈮
か

ら
営

業
い

た
し

ま
す

の
で

 是
非

お
こ

し
く

だ
さ

い
。

お
待

ち
し

て
　

お
り

ま
す

。
 

■
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

か
ら

お
知

ら
せ

 
　

6月
13

日
㈪

〜
16

日
㈭

ま
で

 メ
ン

テ
ナ

ン
ス

休
館

い
た

し
ま

す
。

 
　

17
日

㈮
か

ら
営

業
い

た
し

ま
す

の
で

 是
非

お
こ

し
く

だ
さ

い
。

お
待

ち
し

て
　

お
り

ま
す

。

平
成

23
年

度
　

竹
田

市
巡

回
健

診
日

程
表

【
６

月
】

実
施

月
日

地
　

域
場

　
　

所
６

月
２

日
㈭

荻
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
６

月
３

日
㈮

荻
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
６

月
６

日
㈪

荻
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
６

月
７

日
㈫

荻
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
６

月
９

日
㈭

荻
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
６

月
13

日
㈪

嫗
　

岳
嫗

岳
分

館
６

月
14

日
㈫

菅
　

生
菅

生
分

館
６

月
15

日
㈬

宮
　

砥
宮

砥
分

館
６

月
16

日
㈭

玉
　

来
竹

田
市

体
育

セ
ン

タ
ー

６
月

17
日

㈮
玉

　
来

竹
田

市
体

育
セ

ン
タ

ー
６

月
19

日
㈰

荻
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
６

月
28

日
㈫

下
竹

田
山

村
交

流
セ

ン
タ

ー
６

月
29

日
㈬

下
竹

田
山

村
交

流
セ

ン
タ

ー
６

月
30

日
㈭

直
　

入
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー

平
成

23
年

度
　

竹
田

市
巡

回
健

診
日

程
表

【
７

月
】

実
施

月
日

地
　

域
場

　
　

所
７

月
１

日
㈮

直
　

入
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
７

月
５

日
㈫

明
　

治
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

７
月

７
日

㈭
白

　
丹

白
丹

公
民

館
７

月
８

日
㈮

白
　

丹
白

丹
公

民
館

７
月

11
日

㈪
都

　
野

都
野

公
民

館
７

月
12

日
㈫

都
　

野
都

野
公

民
館

７
月

14
日

㈭
久

　
住

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

７
月

15
日

㈮
久

　
住

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

７
月

25
日

㈪
宮

　
城

宮
城

台
小

学
校

７
月

26
日

㈫
城

　
原

城
原

小
学

校
７

月
27

日
㈬

松
　

本
竹

田
南

部
中

学
校

７
月

28
日

㈭
入

　
田

祖
峰

小
学

校
７

月
29

日
㈮

岡
　

本
岡

本
小

学
校

７
月

31
日

㈰
直

　
入

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

さ
つ
き
盆
栽
展

日
時

　
６

月
１

日
㈬

～
５

日
㈰

場
所

　
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

1
階

休
憩

コ
ー

ナ
ー

内
容

　
竹

田
さ

つ
き

盆
栽

同
好

会
の

皆
さ

ん
が

日
々

丹
念

に
育

　
　

　
て

ら
れ

た
作

品
20

点
を

展
示

。
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
☎

64
-1

12
6

40
年

ぶ
り

に
発

見
さ

れ
た

 「
卒

業
式

歌
」

（
瀧

廉
太

郎
作

曲
）

を
献

歌
と

し
て

捧
げ

ま
す

1
0
9
回
忌
瀧
廉
太
郎
追
悼
祭

　
日

時
　

６
月

26
日

㈰
　

13
:0

0開
始

　
場

所
　

瀧
廉

太
郎

記
念

館
　

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

商
工

観
光

課
　

☎
63

-4
80

7
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17
㈮

・
国

際
Ci

ne
m

a 
in

 T
ak

et
a　

「
エ

タ
ー

ナ
ル

・
サ

ン
シ

ャ
イ

ン
」

20
:0

0-
22

:0
0 

 ※
入

場
無

料
・

12
歳

か
ら

鑑
賞

可
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）

   
問

竹
田

市
商

工
観

光
課

（
☎

63
-4

80
7）

18
㈯

・
岡

の
里

ふ
る

さ
と

歴
史

講
座

（
双

城
地

区
磨

崖
仏

ほ
か

）
竹

田
市

文
化

会
館

前
8:

50
集

合
※

2
・

第
14

回
久

住
高

原
の

唄
日

本
一

大
会

・
予

選
大

会
　

9:
15

〜
（

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

19
㈰

・
第

28
回

大
分

合
同

新
聞

社
旗

争
奪

直
入

地
域

自
治

会
対

抗
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
　

開
会

式
8:

30
〜

・
試

合
開

始
9:

00
〜

（
直

入
総

合
運

動
公

園
中

央
グ

ラ
ウ

ン
ド

ほ
か

）　
・

第
14

回
久

住
高

原
の

唄
日

本
一

大
会

・
決

勝
大

会
　

9:
15

〜
（

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

20
㈪

・
豊

肥
成

牛
市

場
 9

:3
0-

12
:0

0
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

21
㈫

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

〔
神

楽
女

湖
〕　

花
水

月
前

8:
00

集
合

※
1

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

22
㈬

・
国

民
宿

舎
直

入
荘

臨
時

休
館

日
　

・
3・

6・
12

か
月

健
診

13
:0

0-
13

:2
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

14
:0

0-
15

:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

 ・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

23
㈭

・
国

民
宿

舎
直

入
荘

臨
時

休
館

日
　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:3
0-

15
:3

0（
久

住
保

健
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約
（

☎
63

-3
34

6）
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

24
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13

:0
0

〜
（

岡
城

跡
駐

車
場

）
※

要
予

約
：

竹
田

市
文

化
財

課
（

☎
63

-4
81

8）

25
㈯

・
童

謡
と

絵
本

の
会

10
:0

0-
11

:3
0（

佐
藤

義
美

記
念

館
「

こ
の

こ
の

お
う

ち
」）

　
・「

国
際

料
理

教
室

」（
今

回
は

オ
ー

ス
ト

リ
ア

風
カ

ツ
レ

ツ
）

10
:0

0
〜

※
要

予
約

　
6/

20
ま

で
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
調

理
室

）
問

竹
田

市
商

工
観

光
課

（
☎

63
-4

80
7）

26
㈰

・
10

9回
忌

瀧
廉

太
郎

追
悼

祭
13

:0
0-

14
:0

0（
瀧

廉
太

郎
記

念
館

）

27
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
・

第
７

回
源

泉
か

け
流

し
全

国
温

泉
サ

ミ
ッ

ト
in

長
湯

（
直

入
支

所
屋

外
特

設
会

場
〔

27
日

〕、
直

入
町

中
央

公
民

館
〔

28
日

〕）
〜

28
日

ま
で

　
問

長
湯

温
泉

観
光

協
会

（
☎

75
-3

11
1）

28
㈫

・
竹

蔵
写

真
〔

水
〕

展
　

9:
00

-1
7:

00
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）　
〜

7/
10

ま
で

　
・

沢
水

キ
ャ

ン
プ

場
開

き
10

:0
0

〜
 ・

お
は

な
し

の
へ

や
10

:3
0-

11
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）　
・

荻
わ

い
わ

い
広

場
10

:3
0-

11
:3

0（
荻

総
合

福
祉

健
康

セ
ン

タ
ー

）　
 ・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

:3
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
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福　祉
「里親制度説明会」のお知らせ

里親になりませんか 
　里親とは、様々な事情により自分の家庭で生活を送る
ことができない子どもを家庭に迎え入れ、温かい雰囲気
の中で豊かな愛情を持って育ててくださる方のことで、
特別な資格は必要ありません。
　子どもを里親に委託する期間も、数日から数年まで
様々で、児童養護施設等に入所している子どもをお盆や
お正月に預かる「トライアル里親」も募集しています。
　「里親制度説明会」を開催しますので、関心のある方
はお気軽にお越しください。
日　時　７月８日㈮　13:30 ～
場　所　竹田市総合社会福祉センター会議室
参加費　無　　料
●お問い合せ　大分県中央児童相談所  ☎097-544-2016
　　　　　　　竹田市福祉事務所　　☎63-4811

介助犬、聴導犬の利用者募集しています
募集期間　６月13日㈪まで
募集人員　１人
応募資格
　⑴以下の要件を満たす身体障害者手帳の交付を受けて

いる在宅の障がいのある方
　　※医療機関へ長期入院している方や社会福祉施設に

入所している方は除く。
　　①介助犬～肢体不自由のある方で、介助犬が必要と

認められる方
　　②聴導犬～聴覚障害のある方で、介助犬が必要と認

められる方
　⑵大分県に１年以上居住し、平成23年４月１日現在

で満18歳以上の方
　⑶住居内において介助犬等とともに生活し、その飼育

が可能な方
　⑷介助犬との合同訓練が可能な方
●お問い合せ・お申し込み先　竹田市福祉事務所福祉係
　　　　　　　　　　　　　　☎63-4811

福祉・介護の職場を体験してみませんか
　大分県社会福祉人材センターでは、福祉・介護の仕事
に関心をお持ちの方に対して、実際の職場の雰囲気や
サービス内容を直接学ぶことができる職場体験事業を実
施しています。
　福祉・介護の仕事に関心をお持ちの方であればどなた
でも参加できます。参加費は無料です。

募集人員　６月１日㈬～平成24年２月29日㈬のうち
　　　　　　原則３～５日（ご本人の希望を優先）
体験場所　県内の社会福祉施設
締　　切   体験希望の10日前まで
●お問い合せ　大分県福祉人材センター　☎097-552-7000

防　災
木造住宅の耐震診断・耐震改修補助事業 
　昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅は、現在
の耐震基準を下回っている可能性があります。大分県が
登録した専門家の耐震診断を受け、自宅の耐震基準を確
認しましょう。
　竹田市では、木造住宅の耐震診断及び改修費用の一部
を補助します。
◇耐震診断支援事業
　対　　象　昭和56年５月31日以前に着工された木造

一戸建住宅（ただし、一定の条件を満たす
建築物）

　補助金額　補助対象経費の４分の１以内の額とし、
３万円を限度とする。

　募集戸数　５　戸
　募集期限　平成24年１月31日㈫まで
◇耐震改修支援事業
　対　　象　昭和56年５月31日以前に着工された木造

一戸建住宅（ただし、一定の条件を満たす
建築物）で、耐震診断の結果、評点が1.0
未満のもの。

　補助金額　補助対象経費の２分の１以内の額とし、60
万円を限度とする。

　募集戸数　 ３ 戸
　募集期限　12月28日㈬まで
●お問い合せ・お申し込み　竹田市総務課行政係
　　　　　　　　　　　　　☎63-4800

消費生活
「困ったらすぐ！」消費生活相談窓口へ
　消費生活相談窓口では市民の方からの相談を受けてい
ます。「業者が自宅にやって来た」、「電話で勧誘を受けた」
などの形で契約した場合は、一定期間内であれば、解約
できる可能性があります。期間を過ぎていても勧誘方法
等に問題があれば契約を解除できることもあります。「お
かしいな、困ったな」と思ったら、竹田市役所市民課窓
口まで！
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●お問い合せ
　竹田市市民課消費生活相談窓口　☎63-4834
　　8:30 ～ 17:00（月～金　平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎097-534-0999

商工観光課
阿蘇ゆるっと博「阿蘇まちめぐり涼水祭」開催
　３月12日の九州新幹線全線開業に合わせスタートし
た「阿蘇ゆるっと博」。阿蘇くじゅう全域で取り組むこ
の企画では、それぞれの地域で四季折々の魅力をＰＲし
ていきます。
　夏は、「阿蘇まちめぐり涼水祭」を開催します。
　６月１日㈬～８月31日㈬までの3か月間は、阿蘇く
じゅう地域に点在する商店街や温泉街にスポットを当て
た取組みです。商店街や温泉街の魅力や特典を紹介する

「ガイドブック」と、様々な特典が付く「涼みうちわ」
を持って、県内外からお越しいただいた観光客にそれぞ
れの商店街・温泉街をお得に楽しんでもらいます。この
機会に、特徴豊かな各商店街・温泉街の魅力を発信し、
多くの方々に阿蘇くじゅうを周遊していただければと思
います。
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807

募　集
まなびの広場「サイエンスフェスタ」参加者募集 
　大分県立社会教育総合センターでは、科学実験などを
体験しながら学ぶ小学生の参加をお待ちしています。
日　　時　７月24日㈰　10:00 ～ 15:00
場　　所　大分県立社会教育総合センター
対　　象　小学３年生から６年生
参　加　料　無　料　
内　　容　ホームページ及び、各小学校に配布している

ポスター・チラシでご確認ください。
申込期間　６月20日㈪～７月11日㈪まで
●お問い合せ　大分県立社会教育総合センター　
　　　　　　　☎0977-22-7763　FAX0977-26-4564

催　し
国際Cinema in Taketa「エターナルサンシャイン」
時　間　６月17日㈮　20:00～　　 

場　所　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール 
入場料　無　料　　　　　 
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807

教　室
Ready2chat　英会話（英語中・上級） 
時　間　６月８日㈬ 19:00 ～ 21:00 
場　所　竹田市総合社会福祉センター会議室 
参加費　な  し 

「美味しいは幸せ」国際料理教室 
　今回はオーストリア風カツレツ　 
時　　間　６月25日㈯10:00 ～ 15:00
場　　所　竹田市総合社会福祉センター調理室 
材　料　費　１人 約1,000円 程度 
申込期限　６月20日㈪まで　※要予約 
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎0974-63-4807

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①接客係1人12.32万　②清掃員1人12.93万　③菓子製
造・販売1人13万　④一般事務1人13 ～ 14万　⑤サー
ビス接客員1人13万　⑥配達員1人12.1万　⑦大型運転
手2人17.6万　⑧不燃物仕分け作業員1人16万　⑨医療
事 務 員1人13.5 ～ 15万　⑩ 調 理 員1人12.32 ～ 17.6万
円　⑪収穫作業員1人14 ～ 20万　⑫菓子職人1人20 ～
40万

〔パート求人（時給）〕
⑬養鶏作業員1人800円　⑭鮮魚担当1人690円　⑮送
迎運転手2人700円　⑯レジ係1人677円　⑰飲食係1人
680円　⑱受付事務員1人750円　⑲診療助手1人650円 
⑳洗い場係1人650 ～ 813円　㉑農業作業員　1人700
～ 1,000円　㉒ 薬 剤 師1人2,200円　㉓ 客 室 清 掃 員2人
680 ～ 813円　㉔レストランサービス3人750円　
 

安全衛生推進者養成講座のお知らせ
日　時　６月29日㈬～ 30日㈭　8:00 ～ 17:00
場　所　豊後大野市中央公民館
受講料　8,400円（会員外9,450円）とテキスト代

1,260円
申込先　㈳大分県労働基準協会豊後大野支部
　　　　☎0974-26-4115
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

６月 ４日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
 竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月 ５日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

６月11日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月12日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

６月18日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月19日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

６月25日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月26日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

７月２日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

７月３日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

６月 ５日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
６月12日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
６月19日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
６月26日㈰ 高山歯科医院 0974-63-2561

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

平成24年歌会始の詠進要領
　平成24年歌会始のお題　「岸」と定められました。
お題は「岸（きし）」ですが，歌によむ場合は「岸」の文字が
詠み込まれていればよく，「海岸」「川岸」のような熟語を使
用しても差し支えありません。

○詠進歌の詠進要領
１　詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし，

未発表のものに限ります。 
２　書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分に

お題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（本
名、ふりがなつき）、生年月日及び職業（なるべく具体的に）
を縦書きで書いてください（書式図参照）。

＜書式図＞ 
（横長）

　　無職の場合は，「無職」と書いてください（以前に職業に
就いたことがある場合には，なるべく元の職業を書いてく
ださい）。 

　　なお、主婦の場合は，単に「主婦」と書いても差し支え
ありません。 

３　用紙は、半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書してくだ
さい。ただし、海外から詠進する場合は、用紙は随意（但、
半紙サイズ24cm×33cmの横長）とし、毛筆でなくても差し
支えありません。 

４　病気または身体障害のため毛筆にて自書することができ
ない場合は下記によることができます。 
⑴代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所及び氏

名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。 
⑵本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。こ

の場合、これらの機器を使用した理由を別紙に書いて詠
進歌に添えてください。 

⑶視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありません。  
○詠進の期間

　お題発表の日から９月30日までとし，郵送の場合は、消
印が９月30日までのものを有効とします。

○郵便のあて先
「〒100-8111 宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添え
てください。詠進歌は、小さく折って封入して差し支えあ
りません。

●お問い合せ　疑問がある場合には、直接，宮内庁式部職あ
てに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手を貼った
封筒を添えて、9月20日までに問い合わせてください。

　宮内庁ホームページ　http://www.kunaicho.go.jp/
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